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序

　令和３年度は、飛鳥時代の斎宮中枢域の実態解明を目的とした調査の５カ年

目にあたり、飛鳥時代の中枢域と推定される施設の詳細が明らかになりました。

これらの成果は、地域の皆様のご理解とご協力があったからこそと改めて感謝

申し上げます。

　さて、今回報告する第 200 次発掘調査は、斎宮の成立にかかる実態を解明す

るため、史跡西部の中垣内地区で行ったもので、飛鳥時代後期の掘立柱塀によ

り区画された施設の構造について、より詳細な状況が判明しました。特に、区

画内で最も重要な建物である正殿は、建物の南北両面に廂が付く、格式の高い

建物構造であることが確認できました。また、区画の西側では、掘立柱塀に四

脚門が取り付く構造も確認できました。これは、飛鳥時代の斎宮を考えるため、

また今後、周囲の発掘調査方針を考えるための大きな成果とも言えます。

　これらの調査で得られた成果は、地元明和町をはじめ、ひろく県民の皆様や

斎宮跡を訪れる皆様に還元できますよう、積極的に情報発信してまいります。

さらには、全国で唯一無二の遺跡となる斎宮跡を体感できるサイトミュージア

ムとして、国内を問わず海外へも視野を向けて、よりいっそう魅力ある活動を

続けてまいります。

　史跡斎宮跡の保存および調査研究・整備活用にあたり、貴重なご意見やご指

導を頂きました文化庁、斎宮跡調査研究指導委員ほか多くの方々や、発掘調査

にあたり様々なご配慮・ご協力を頂きました国史跡斎宮跡協議会をはじめとし

た地元の皆様に厚く御礼申し上げます。

　2023 （令和５）年３月

斎宮歴史博物館　　　　　　　

館　長　　大　西　宏　明



例　　言
１�　本書は、斎宮歴史博物館が令和３年度に国庫補助金を受けて実施した史跡斎宮跡発掘調査（第 200

次調査）の概要をまとめたものである。

２�　明和町が調査主体となって実施した、 史跡現状変更等に伴う『史跡斎宮跡　令和３年度現状変更
緊急発掘調査報告書』（第 201 次調査）は、令和４年度に別途明和町が刊行する予定である。

３�　調査区の表示方法（６ＡＦ９～ 10・Ｇ 10）は、斎宮歴史博物館 2003『史跡斎宮跡　平成 13 年度発
掘調査概報』による。

４�　遺構の実測にあたっては、 日本測地系による国土調査法（旧国土座標） の第Ⅵ座標系を基準とし、
方位は旧国土座標による座標北で示している。

５�　斎宮跡の遺構・遺物の時期区分は、 斎宮歴史博物館 2019『斎宮跡発掘調査報告Ⅱ　柳原区画の調
査　出土遺物編』 に拠るが、 飛鳥時代の土器編年は、 西氏の都城編年を基準としつつ奈良文化財研
究所・歴史土器研究会の資料集を参考とした。弥生土器の編年は、石黒氏・宮腰氏の論文を用いた。

　　　西　弘海 1986『土器様式の成立とその背景』真陽社
　　　奈良文化財研究所・歴史土器研究会 2019『飛鳥時代の土器編年再考』
　　　石�黒立人・宮腰健司 2007「伊勢湾周辺地域における弥生土器編年の概要と課題」『伊藤秋男先生

古希記念考古学論文集』伊藤秋男先生古希記念考古学論文集刊行会

６�　斎宮跡の時期区分については、 土器編年に基づき、 期と段階を用いて「斎宮跡Ⅰ期第１段階」 等
と表記するが、 本文中ではこれを簡略的に「斎宮Ⅰ－１期」 と表現している。 また、 時代の表記は
３段階区分で「前期・中期・後期」、世紀の表記は３段階区分で「前葉・中葉・後葉」とした。

７�　遺構表示記号は、文化庁文化財部記念物課 2010『発掘調査のてびき－集落遺跡発掘編－』に準拠し、
遺構の種類から次のように表記している。

　　　�SA：塀・柱列　SB：掘立柱建物　SD：溝　SK：土坑　SP：柱穴・ピット（SA・SB に伴う柱穴
はＰ＋番号と表記している）　SZ：周溝墓

８�　遺物実測図は基本的に実物の４分の１、 石製品の一部は２分の１で掲載している。 遺物写真は縮
尺不同である。

９�　土層および出土遺物の色調は、日本色研事業株式会社発行『新版標準土色帖』（2004 年度版）に拠る。
施釉陶器の色調については一部、大日本インキ化学工業株式会社発行『日本の伝統色』第５版（1989
年）を用いて補っている。

10�　発掘調査にあたっては、斎宮跡調査研究指導委員のほか、以下の方々のご指導、ご協力を賜った。
　　　相原嘉之、青木　敬、大澤正吾、小田裕樹、塩川哲朗、鈴木一議（五十音順　敬称略）

11　図面・写真等の調査資料及び出土遺物は、斎宮歴史博物館で保管している。

12�　発掘調査は川部浩司・小原雄也、本書の執筆・編集は小原が担当した。現地調査及び資料整理につ
いては、大川勝宏・山中由紀子・八木光代・森本周子・中西宏美の補助を得た。空中写真撮影は、明
和町斎宮跡・文化観光課の協力を得て実施した。
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Ⅰ　前　　言

１　調査の経緯と概要
（１）史跡斎宮跡にかかる経緯と経過

　斎宮跡の発見の契機は、高度経済成長期に斎宮段

丘面の西縁部で大規模な宅地造成計画がなされ、そ

の開発事業に先立って実施された昭和 45 年の斎宮跡

（古里遺跡）の確認調査による。その後の発掘調査で

は、大型の建物を含む多くの掘立柱建物、井戸、土坑、

奈良時代と鎌倉時代の大溝、蹄脚硯や大型赤彩土馬、

緑釉陶器等が発見され、斎宮関連の重要遺跡と認識

された。昭和 48 年度から文化庁の補助事業として確

認調査を重ね、昭和 54 年３月 27 日に国史跡に指定

され、東西２km、南北 700 ｍに及ぶ 137ha の史跡範

囲が把握されるに至った。管理団体は、明和町である。

　三重県は、史跡指定に伴い斎宮跡調査事務所を設

置して発掘調査にあたり、平成元年度からは新たに

開館した斎宮歴史博物館によって、史跡の実態解明

のための計画的な学術調査を継続的に実施している。

　斎宮跡の発掘調査では、史跡東部に所在する平安

時代の方格街区と斎宮中枢部の解明が進展した。平

成 27 年度には、柳原区画で平安時代前期の斎宮寮

庁を対象に、史跡整備の一環として正殿・西脇殿・

東脇殿の復元建物を建設し、史跡公園「さいくう平

安の杜」を公開活用されている。

　明和町は、「地域における歴史的風致の維持及び

向上に関する法律」に基づき、平成 23 年度から「明

和町歴史的風致維持向上計画」の策定に取組み、平

成 24 年６月６日に国の認定を受けた。同計画に基

づき、下園東区画周辺において来訪者の案内・交流

を目的とした施設整備を計画し、平成 24 年度に発

掘調査を行い、平成 27 年度から工事に着手、平成

29 年３月に「いつきのみや地域交流センター」が

竣工した。平成 27 年４月 24 日には、「祈る皇女斎

王のみやこ　斎宮」が日本遺産に認定された。

（２）史跡斎宮跡の発掘調査の履歴

　斎宮跡の発掘調査は、昭和 45 年の確認調査（第

１次）を皮切りに、史跡内容確認の計画的な学術調

査、現状変更等に伴う調査が積み重ねられ、令和２

年度には 50 年目の節目を迎えた。これまでは、史

跡東部に位置し、平安時代の斎宮の中心地である、

方格街区内部の発掘調査に重点を置き、具体的な構

造の解明に取り組んできた。

　これらの成果は、発掘調査概報として毎年刊行し

ているが、正式な発掘調査報告書『斎宮跡発掘調査

報告』は、斎王の宮殿「内院」（報告Ⅰ）、柳原区画

の「斎宮寮庁」（報告Ⅱ）、下園東区画の「寮庫」（報

告Ⅲ）、西加座南区画の「神殿」（報告Ⅳの一部）を

刊行している。今後は、これまで調査を行ってきた

方格街区の他の区画とともに、飛鳥時代と奈良時代

の斎宮中枢域にかかる発掘調査の正式報告書を順次

刊行していく方針である。

　なお、平成 29 ～令和３年度に実施した飛鳥時代

の斎宮中枢域の調査成果については、『斎宮跡発掘

調査報告Ⅴ』として取りまとめ、令和４年度に刊行

する予定である。

（３）『発掘調査基本方針』の策定

　斎宮歴史博物館は平成 29 年３月、史跡斎宮跡発掘

調査の考え方や調査計画をまとめた『史跡斎宮跡発掘

調査基本方針』を策定した。当該方針では、初現期（飛

鳥～奈良時代）の斎宮の実態解明、方格街区内部構

造の解明、衰退期（平安時代末～鎌倉時代）の斎宮

の実態解明、斎宮に関わる居住、生産・流通、墓域

等の解明の４項目を重点的な課題として挙げている。

　基本方針の策定後、平成 29 ～令和３年度の５年間

は、史跡西部での飛鳥・奈良時代の斎宮中枢域と推

定される地点の実態解明を目標として、調査を実施

した。特に、史跡西部の中垣内地区では、古代伊勢

道が本来の直線道路から北側にわずかに湾曲する部

分を含み、さらに古代伊勢道から南側に派生する道

路がみられる等、古代伊勢道が敷設される以前の重

要施設が集中していたと想定されている。また、奈

良時代には、南北正方位を向いた掘立柱塀の区画施

設があり、奈良時代の斎宮中枢域となる重要地区と

想定されている。
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（４）飛鳥時代の斎宮中枢域の実態解明

　飛鳥時代の斎宮中枢域の実態解明を目的とした調

査は、平成 29 年度から５年計画で開始し、令和３

年度はその最終年度となる。

　平成 29 ～令和２年度の発掘調査（第 192・193・

195・197・199 次調査）では、掘立柱塀に囲まれた斜方

位区画や倉院の詳細が判明した。斜方位区画は、建物

や塀の軸が真北から東に約 33 度の方位を向いた施設

で、掘立柱塀の北東角（第193次）及び北西角（第199次）、

東辺及び東側の四脚門（第 197 次）が明らかとなった。

　区画内部の建物配置は、北側中央に東西棟の廂付建

物１棟があり、その両脇には南北棟の掘立柱建物２棟

が並ぶ（第 193・197・199 次）。西側の建物は桁行６間・

梁行２間の掘立柱建物２棟（第 199 次）、東側の建物

は桁行６間・梁行２間で、西側柱筋に沿って目隠塀あ

るいは垣を伴う掘立柱建物２棟（第 193・197 次）である。

区画内部の南西側では、３棟目の建物と想定できる掘

立柱建物の柱穴が検出された（第 85 ‐８次）。

　区画外部の西側から段丘崖までの空間には、総柱

建物群で構成される倉院がみられる（第 195 次）。

　これらの成果を受けて、令和３年度の第 200 次調

査は、飛鳥時代の斜方位区画とその内部の建物（正

殿、西第一堂、西第二堂）や掘立柱塀西辺、門等を

対象として、規模や構造の把握を目的に実施した。

調査期間は令和３年９月１日～令和４年１月 31 日、

調査面積は 296㎡である。

（５）発掘調査現場の公開活用

　斎宮歴史博物館では、史跡への来訪者増加や魅力

の向上のために、発掘調査現場の積極的な公開活用

を行っている。具体的には、発掘調査現場の随時公開・

見学者への説明、ホームページを通じた情報発信と

ともに、現地説明会や「子ども１日体験発掘教室」、

学校団体等を対象とした体験発掘を開催している。

　しかし、令和３年度は、新型コロナウイルス感染

症拡大防止の観点から、体験発掘等のイベントは取

り止めることとなった。発掘調査現場の公開につい

ては、令和４年１月 15 日に現地説明会を行い、参

加者は 133 名であった。

　この他には、日々の見学者や、明和町が主催する

日本遺産活用推進協議会事業に関連したモニターツ

アー等により、221 名が発掘現場を訪れた。

（６）発掘調査成果の公開講座

　斎宮歴史博物館では、最新の発掘調査成果の報

告と調査研究課職員による「さいくう西脇殿歴史

フォーラム」でのシンポジウムを例年３月に開催し

ている。

　令和３年度については、新型コロナウイルス感染

症拡大防止の観点から、開催場所を斎宮歴史博物館

の講堂とし、募集人数を制限したうえで実施した。

講座は、令和４年３月 20 日に開催し、「ここまでわ

かった！史跡斎宮跡」と題して、発掘調査や斎宮跡

の調査研究に関する成果報告会を行った。参加人数

は、41 名であった。

２　調査体制
　史跡斎宮跡の調査研究・整備活用に関する業務は、

斎宮歴史博物館調査研究課が担当した。当該報告に

関わる組織は以下の体制である。

　令和３・４年度

　　大川勝宏（副参事兼課長）

　　山中由紀子（主幹兼課長代理）

　　川部浩司（主査）

　　小原雄也（主任）

３　斎宮跡調査研究指導委員会
　斎宮跡の調査・報告書作成等について指導・助言

を得るため、令和３年 12 月 24 日に斎宮跡調査研究

指導委員会を開催した。委員会では、第 200 次調査

と平成 29 ～令和２年度にかけての飛鳥時代の調査

成果について総括報告等を行い、指導及び助言を得

た。令和３年度における指導委員の方々は、下記の

とおりである。

〔指導委員〕

　　浅野　聡　 （三重大学大学院教授）

　　稲葉信子　 （筑波大学名誉教授）

　　小澤　毅　 （三重大学教授）

　　京樂真帆子（滋賀県立大学教授）

　　金田章裕　 （京都大学名誉教授）

　　黒田龍二　 （神戸大学名誉教授）

　　仁藤智子　（国士舘大学教授）
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　　増渕　徹　（京都橘大学教授）

　　本中　眞　（奈良文化財研究所所長）

　　本橋裕美　（愛知県立大学准教授）

　　渡辺　寛　（皇學館大学名誉教授）

　　綿貫友子　（神戸大学大学院教授）　

（五十音順・敬称略）

４　令和３年度発掘調査一覧
　文化財保護法第 125 条第１項の規定による史跡現

状変更等許可申請のうち、令和３年度は 41 件（国

許可 15 件、県許可 26 件）があった。このうち、当

該許可申請の許可条件に基づく史跡斎宮跡の発掘調

査及び立会いを要した案件については、その内訳を

第Ⅰ－１表、発掘調査を実施した内容は第Ⅰ－２表

にまとめた。

　明和町主体の第 201 次調査については、『史跡斎

宮跡 令和３年度 現状変更緊急発掘調査報告』とし

て、令和４年度に明和町が刊行する予定である。 

第Ⅰ－１表　令和３年度史跡斎宮跡の現状変更等許可申請一覧表

現状変更等許可申請の内容 申請及び許可件数 対応別件数

 個人 ･ 民間企業による申請 33  発掘調査 8、立会 25

 明和町等による地域環境整備に伴う申請 3  立会 3

 明和町等による史跡環境整備及び維持管理に伴う申請 3  立会 3

 三重県による計画的発掘調査のための申請 2  発掘調査 1、立会 1

第Ⅰ－２表　令和３年度発掘調査一覧表

調査次数 地区 調査面積 
（㎡） 調査期間 調査場所 現状変更 

申請者
現状変更 
申請理由

保存管理の 
土地利用区分

200 F9 ～ 10,G10 296.0 R3.9.1～R4.1.31 明和町大字竹川字中垣内 三重県 計画発掘調査 第二種保存地区

201-1 S8 ～ 9 425.9 R3.4.1～R3.9.24 明和町大字斎宮字西加座・
東加座・東前沖 明和町 排水路改修 第一・二・三種保存

地区

201-2 K4 62.0 R3.4.9 明和町大字竹川字古里 個人 宅地造成 第三種保存地区

201-3 R7 75.0 R3.5.17～R3.6.1 明和町大字斎宮字楽殿 個人 宅地造成 第三種保存地区

201-4 Q10 90.0 R3.6.22～R3.7.28 明和町大字斎宮字御舘 明和町 発掘調査 第一種保存地区

201-5 K4 3.6 R3.8.27 明和町大字竹川字古里 個人 住宅建築 第三種保存地区

201-6 N12 43.7 R3.9.1～R4.1.12 明和町大字斎宮字内山 個人 住宅建築 第三種保存地区

201-7 R12 8.4 R3.10.1 明和町大字斎宮字牛葉 個人 浄化槽設置 第四種保存地区

201-8 O12 5.8 R3.12.21 明和町大字斎宮字内山 個人 浄化槽設置 第四種保存地区

201-9 R13 5.4 R4.1.13 明和町大字斎宮字牛葉 個人 浄化槽設置 第四種保存地区

201-10 K6 17.6 R4.1.27～R4.2.4 明和町大字斎宮字塚山 個人 住宅建築 第三種保存地区

201-11 H12 3.3 R4.2.21 明和町大字竹川字東裏 個人 住宅建築 第四種保存地区
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第Ⅰ－１図　史跡斎宮跡位置図 （1：500,000・国土地理院 1/25,000「松阪」「明野」を改変）
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第Ⅰ－２図　令和３年度発掘調査位置図 （1：10,000)
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第Ⅰ－３図　史跡斎宮跡における大地区表示図（2002 年策定）
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第Ⅱ－１図　第 200 次調査　グリッド図
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第Ⅱ－１図　第 200 次調査　グリッド図（1:400）

Ⅱ　第 200 次調査
（６ＡＦ９～ 10・Ｇ 10 中垣内地区）

１　はじめに
　半世紀にわたる発掘調査の蓄積によって、史跡西部にあ

たる段丘の西縁部には、古代「伊勢道」を基点として南・

北派生道路沿いに飛鳥～奈良時代の掘立柱建物や竪穴建物

等、広範な遺構形成が確認されている。特に掘立柱塀で構

成される方形区画による空間整備が複数箇所で把握されて

おり、平安時代に方格街区が敷設される以前の飛鳥・奈良

時代における斎宮の中枢域が所在すると推定されてきた。

　近年の調査により、飛鳥時代の斎宮は、伊勢道から南へ

派生する直線道路の敷設軸や段丘崖にみる地形環境に合わ

せた、北で東に約 33 度振れる方位で、掘立柱塀による方

形区画を基調とすることが判明してきた。方形区画は、第

193 次調査で掘立柱塀の北東角が確認され、その延伸部分

の第 189・197 次調査で東辺と四脚門、第 199 次調査で掘

立柱塀の北西角と北辺・西辺、第 85 － 8 次調査でその延

伸部分の西辺が判明している。

　方形区画は東西幅約 41 ｍ、南北幅 55 ｍ以上の規模を

もち、区画内部は正殿・脇殿相当の掘立柱建物が整然と配

置されている（本書ではこれを「斜方位区画」と呼称する）。

区画内では、中央に南北二面に廂を持つ掘立柱建物１棟、

その東西には掘立柱建物２棟が南北に連なる配置が明らか

となっている。一方、斜方位区画と段丘崖の間の空間には、

第 195 次調査で大別４期細別小５期に区分される総柱建

物群の計画的な配置が確認され、斜方位区画には倉庫群、

いわば「倉院」が付随する空間構成が明確となった。この

ように整備された空間を飛鳥時代の「斎宮中枢域」と捉え

ることにした。

　奈良時代には、正方位の配置で方形に掘立柱塀を巡らす

空間整備が隣接する２地点で設けられる。正方位区画の平

面規模は、いずれも南北約 57 ｍを測るとみられ、ほぼ同

一の地点で２～３回の建替えが確認されている。配置をみ

ると区画が東西に併存、あるいは交互に変遷を重ねている

ことから、飛鳥時代の斜方位区画と同様の性格が推定され

る。いまだ実態は不明ながら、これらの空間を奈良時代の

斎宮中枢域と仮定しておく。

　第 200 次調査地は、段丘面の西縁部にある旧若宮八幡

神社境内地とその隣接する畑地に位置する。発掘調査は、

飛鳥時代の斜方位区画の規模と構造のうち、特に掘立柱塀

で構成される斜方位区画の北・西辺と門の確認、区画内部

の建物構成（正殿、脇殿相当の西の殿舎等）の把握を目的

としている。
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第Ⅱ－２図　第 200 次調査　調査区位置図（1：2,000）
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第Ⅱ－３図　第 200 次調査　遺構平面図１（1：150）
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第Ⅱ－３図　第 200 次調査　遺構平面図１（1:150）
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第Ⅱ－４図　第 200 次調査　遺構平面図２（1：150）
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第Ⅱ－４図　第 200 次調査　遺構平面図２（1:150）
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第Ⅱ－５図　第 200 次調査　遺構平面図３（1：150）
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第Ⅱ－５図　第 200 次調査　遺構平面図３（1:150）
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第Ⅱ－６図　第 200 次調査　土層断面図（1：100）
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第Ⅱ－６図　第 200 次調査　土層断面図（1：100）
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２　地形環境と地層
　史跡斎宮跡は、紀伊山地に端を発する櫛田川（祓川）・

宮川の下流域に挟まれた明野原台地の西方に位置する。後

背の玉城丘陵・大仏山丘陵を基点として、そこから北へ段

丘高位面（明野段丘面）、段丘中位面（斎宮段丘面）の順

に地形は下降し、東西に広がる沖積低地（海岸平野・氾濫

平野・三角州・後背低地）を介して、伊勢湾へと連なる。

史跡斎宮跡は、段丘中位面に立地し、史跡西域の段丘南西

部を最高所（標高 14.5 ｍ程度）として、全体に東北東に

向けて緩やかに下へ傾斜し、史跡の東域では標高９ｍ程度

となる。傾斜角度は１度にも達しないほどの平坦な地盤を

形成している。

　第 200 次調査は、段丘西縁部で４つの調査区（１～４区）

を設定して実施した。１・２区は畑地、３・４区は林地（旧

若宮八幡神社境内地）である。段丘崖下の沖積低地（現在

の水田面）からは３～４ｍの比高差がある。現地表面の標

高は 14 ｍ前後で、遺構検出面（地山面）の標高は 13.5 ｍ

前後である。地層の把握は、第 193・197 次調査での観察

所見を参考とし、第 192・195・199 次調査で得られた地

層の認識を踏襲した。基本層序は上から作土（Ａ１層）、

客土（Ａ２～Ａ７層）、整地層（１～５層）、遺物包含層（Ｂ

１・Ｂ２層）、地山からなる。地山面までの深度は、１～

３区で 13.5 ～ 13.6 ｍ、４区で 13.4 ｍを測る。

　古代以前の遺構の大半は、遺物包含層の上面から掘り込

んでいる。遺物包含層と遺構埋土の砕屑物の構成や色調が

似ており、発掘調査にあたっては包含層上面での遺構検出

は困難であり、地山直上で行い誤認を回避するよう努めた。

３　遺構
　調査の結果、弥生・古墳・飛鳥・奈良・江戸時代の各種

遺構を検出した。主な遺構には、弥生時代の方形周溝墓、

飛鳥時代後期の掘立柱塀及び門、掘立柱建物がある。以下、

検出遺構については、時代毎に概観するが、遺構の全体・

詳細は第Ⅱ－１～ 11 図、第Ⅱ－１・２表に示した。

　なお、当該調査の遺構番号は時代順に番号を付与した。

（１）縄文時代の遺構と関連地層の不在

　第 199 次調査概報での整理内容と同様に、第 200 次調査

地やその隣接地では縄文時代に比定される遺構は、確認で

きていない。また、縄文時代の遺物包含層の形成は、明確

に把握できていない。出土遺物は、弥生時代以降の遺構や

遺物包含層に混入して、縄文土器や石鏃、剥片がみられる。

（２）弥生時代の遺構

　調査区全域において、弥生時代前期後葉～中期前葉を中

心とした土器の破片が出土している（第Ⅱ－７図）。弥生

土器は、遺物包含層や遺構のほかに飛鳥時代以降の遺構や

地層、後世の攪乱等から出土している。

　なお、弥生時代の遺構と関連地層については、第 199

次調査成果の認識を踏襲している。

ＳＫ11104　１区で検出した不整形土坑で、第 193 次調査

区で確認した遺構の西側部分にあたる。遺構検出に留めて

おり、詳細な構造は不明である。弥生土器のほか、有茎尖

頭器が出土している（第Ⅱ－ 12 図３）。

ＳＫ11485～ 11487　３区で検出した不整形土坑で、遺構

検出に留めており、詳細な規模や構造は不明である。弥生

時代前～中期の弥生土器壺・甕片等が出土している。

ＳＺ11354　３区で検出した方形周溝墓で、第 199 次調査

区で確認した遺構の南西側の周溝と考えられる。３区の調

査区壁に沿ってサブトレンチを設定し、周溝の幅は 1.1 ｍ、

深さは 50㎝以上であることを確認した（第Ⅱ－６図）。c

６グリッドにおいて、周溝埋土の上層から弥生時代中期の

壺・甕（第Ⅱ－ 12 図 16・20・21）がまとまって出土した。

ＳＺ11357　２区で検出した方形周溝墓で、第 199 次調査

区で確認した遺構の北・東側の周溝と考えられる（第Ⅱ－

７・８図）。北辺の周溝内からは、弥生土器の細頸壺（第Ⅱ

－ 12 図 10）が横倒しで出土した。また、周溝外で北側に

30㎝の地点では、弥生土器の壺胴部片（第Ⅱ－ 15 図 126）

が出土している。これらは別遺構に伴うものと想定できる

が、立木の樹根による影響で遺構の特定に至らなかった。

ＳＺ 11488　３区で検出した方形周溝墓で、ＳＺ 11354

の周溝と一部重複している。遺構検出の状況から、ＳＺ

11488 が先行すると考えられる。撹乱除去後に土層断面の

観察を行い、深さ 30㎝以上であることを確認した。

（３）古墳時代の遺構

　古墳時代のものと想定される土坑が１基あり、この他の

遺構は確認できない。３区では、包含層や整地層の掘削時

には、当該時期に属する土師器の高杯等が出土している。

ＳＫ11492　３区で検出した土坑で、平面の形状は方形に

近いが、遺構検出に留めており、詳細は不明である。規模
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第Ⅱ－７図　第 200 次調査　弥生時代遺構平面図（1：150）
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第Ⅱ－７図　第 200 次調査　弥生時代遺構平面図（1：150）
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は東西が 2.6 ｍ、南北が 2.7 ｍであり、竪穴建物である可

能性も含んでいる。古墳時代後期のものとみられる土師器

の甑片が出土している。

（４）飛鳥時代の遺構

　調査区全域で多数の柱穴（柱掘方と柱抜取穴）が設けら

れており、諸特徴による組み合わせから掘立柱塀２条、門

１棟、掘立柱建物６棟を確認した。第 199 次調査の状況

と同様に、柱掘方と柱抜取穴等から飛鳥時代後期（降って

も奈良時代初め）の土器片の出土をみるが、相対的に出土

点数は僅少である。遺構検出面とした地山面までの地層除

去の際に出土した土器が大半であることから、本来はこう

した柱穴に包含されていた可能性が高い。これらの遺構は、

柱穴の配置と重複関係等の特徴、出土遺物や周辺の既往調

査の成果に基づく塀・建物軸の方位から飛鳥時代後期～奈

良時代初め頃に属するものと判断する。

ＳＡ 11120・11300（掘立柱塀北辺）　斜方位区画の掘立

柱塀北辺である。第 193 次調査及び第 199 次調査で検出

された掘立柱塀の延長に相当する。塀北辺は１回の建替

えがあり、当初の塀をＳＡ 11300、建替え後のものをＳＡ

11120 と表記しているが、本調査では峻別がし難いため、

便宜上ＳＡ 11120 で統一する。

　当該調査は、１区で北辺中央付近にあたる塀柱穴Ｐ５・

６の平面検出を行った。塀の柱掘方の重複関係からＰ６が

Ｐ５より先行した時期のものであり、ほぼ同位置で１回の

建替えを確認できた。いずれの塀柱穴にも、埋土が明黄褐

色シルトの柱抜取穴が認められる。掘立柱建物北辺の中央

には、門の控え柱等の構造は確認できなかった。

ＳＡ6280（掘立柱塀西辺）　斜方位区画の掘立柱塀西辺で

ある（第Ⅱ－９図）。第 85 －８次調査及び第 199 次調査

で検出された掘立柱塀の延長に相当する。第 200 次調査

では、Ｐ５～ 14 の柱穴を検出した。塀柱穴には、平面検

出及び半截掘削による埋土の観察から、明黄褐色シルトの

柱抜取穴が認められ、１回の建替えが確認できる。新段階

（建替え後）の柱穴はＰ５～７・10・11・13、古段階（建

替え前）の柱穴はＰ８・９・12・14 である。

第Ⅱ－８図　ＳＺ 11357　土器出土状況平面図・立面図（1：20）

14.0m

13.5m

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

SZ11357

№10

№126

1

2

3

44

3

1m0[SZ11357]（A-A'）
1　10YR3/3暗褐色シルト【SZ11357】
2　2.5Y4/1黄灰色シルト【Pit】
3　7.5YR3/4暗褐色シルトにC層偽礫・炭化粒が30％含む【包含層②】
4　10YR4/3にぶい黄褐色極細粒砂～シルト【地山層】

№は遺物実測図番号と対応する
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－ 14－ － 15－



　新段階の掘立柱塀は、塀柱掘方がいずれも壺掘りであり、

ＳＢ 11501（西門）とＳＢ 11361（西第一堂（新））、ＳＢ

6281（西第二堂（新））と並存するものである。塀柱穴Ｐ５・

６・11・13 の位置は、ＳＢ 11361（西第一堂（新））とＳＢ

6281（西第二堂（新））の梁行方向の柱列と揃う。そのため、

Ｐ５・６は古段階の塀柱穴とほぼ同位置での建替えとなる

が、Ｐ 11・13 は古段階の柱穴Ｐ 12・14 から北東方向に 1.3

ｍ程ずらした位置での建替えとなる。また、Ｐ７・10 は

ＳＢ 11501（西門）を構成する柱穴で、西門と塀を繋ぐ柱

間が短く、Ｐ６・７間は 2.1 ｍ、Ｐ 10・11 間は 1.6 ｍとなる。

　古段階の塀柱穴Ｐ８・９・12・14 は、ＳＢ 11362（西

第一堂（古））とＳＢ 11500（西第二堂（古））と並存する

ものである。塀柱穴Ｐ８・９は控え柱に相当する柱穴が確

認できないため、四脚門は伴わないものと想定する。塀柱

穴Ｐ 12・14 は、平面検出及び半截掘削による埋土の観察

から、ＳＢ 11500（西第二堂（古））の西側柱列と共有す

ることが確認できる。一方で、ＳＢ 11362（西第一堂（古））

の西側柱列と共有する塀柱穴は、新段階の塀柱穴Ｐ５・６

と同位置で重複すると想定できるものの、平面検出による

確認はできなかった。

　Ｐ 12・14 の柱掘方は、布掘り構造（柱穴２つを繋ぐい

わゆる溝持ち構造か）あるいは柱筋溝状遺構となる。掘方

は、幅が約 70 ～ 90㎝、深さが約 30㎝で、地業後に壺掘

りにより柱を設置したものと判断する。また、Ｐ 12・14

の溝状掘方がＰ 11 まで延伸して重複することや、Ｐ９・

12 の柱間が 3.3 ｍと比較的長い間隔となることから、新段

階の塀柱穴Ｐ 11 と同位置には古段階の塀柱穴の存在が想

定される。ただし、平面検出及び土層断面の観察からは、

古段階の塀柱穴を判断できなかった。

　飛鳥時代後期に属するとみられる遺物には、Ｐ 11 柱掘

方埋土や柱抜取埋土で土師器の杯片（第Ⅱ－ 13 図 30 ～

32）等がある。

ＳＢ11501（西門）　斜方位区画の掘立柱塀西辺ＳＡ 6280 に

取り付く門である（第Ⅱ－９図）。第 197 次調査で検出され

た東門ＳＢ 11320・ＳＢ 11330 と対になるもので、控え柱が

４本あることから四脚門となる。平面検出及び半截掘削によ

る埋土の観察から、いずれの柱掘方にも柱痕跡が認められる。

　ＳＢ 11501（西門）は、建替え後の掘立柱塀ＳＡ 6280

に伴う構造で、西門の建替えは確認できない。ＳＰ

11497・ＳＰ 11499 は、Ｐ１・３に先行する柱穴であるが、

門の構造に伴うものとは判断し難い。

ＳＢ 11360（正殿）　斜方位区画の北側中央に位置し、第

199 次調査で検出された建物で、正殿に相当すると考えら

れる（第Ⅱ－ 11 図）。第 200 次調査では、建物東側の柱

穴を検出した。構造は桁行５間・梁行４間の東西棟の掘立

柱建物で、南北両面に廂を伴う。建物柱穴には、埋土が明

黄褐色シルトの柱抜取穴が認められるものの、建物の建替

えは確認できない。

　南北廂は、柱列に沿って溝ＳＤ 11358・ＳＤ 11490 がみ

られ、布掘り構造（柱穴２つを繋ぐいわゆる溝持ち構造か）

あるいは柱筋溝状遺構となる。北廂Ｐ１は、平面検出及び

半截掘削による埋土の観察から、ＳＤ 11490 による地業

後に、壺掘りにより柱が設置されている。北廂Ｐ２と南廂

Ｐ６については、想定される柱筋よりも建物の外側の位置

で確認されている。柱穴Ｐ８の周囲やＰ６からＰ 10 の間

には、床束柱と想定される小穴Ｐ 11 ～ 14 が確認できる。

床束柱に相当する小穴は、身舎や廂の柱穴に対して小規模

で、浅いことから包含層掘削の段階から確認することに努

めたが、上記の柱穴以外は検出し得なかった。

　飛鳥時代後期に属するとみられる遺物には、北廂Ｐ１の

柱痕跡埋土で土師器の杯片、北廂Ｐ２の柱抜取埋土及び掘

方埋土で土師器の杯片、身舎Ｐ７の柱抜取埋土で土師器の

杯片（第Ⅱ－ 13 図 35・38 ～ 42・46）がある。

　ＳＢ 11360 南側で調査区（３区 c ６グリッド）を設定し、

正殿前面における建物等の確認を行ったが、この範囲は空

閑地であることが明らかになり、儀式空間等としての利用

が推定できる。当該範囲の包含層からは、飛鳥時代後期に

属する土師器の杯（第Ⅱ－ 16 図 154）が出土している。

ＳＢ11361（西第一堂（新））　斜方位区画の西側に位置し、

第 199 次調査で検出された建物で、ＳＢ 11362（西第一堂

（古））の建替え後の殿舎に相当する（第Ⅱ－ 10 図）。ＳＢ

11361 は、ＳＢ 11362（西第一堂（古））から南東へ約 2.7

ｍずらした位置で建替えが行われている。当該調査では、

建物の南側を検出した。構造は桁行６間・梁行２間の南北

棟の掘立柱建物である。建物東側柱Ｐ７・８の柱掘方は布

掘りとなり、柱痕跡が認められる。布掘り柱掘方の掘削後、

建物の柱を据えて埋め戻す方法は、ＳＡ 6280（掘立柱塀

西辺）やＳＢ 11360（正殿）でみられる布掘りの構造とは

異なる。この他の柱掘方Ｐ９～ 11 は壺掘りとなり、埋土

が明黄褐色シルトの柱抜取穴が認められる。　

ＳＢ 11362（西第一堂（古））　斜方位区画の西側に位置

し、第 199 次調査で検出された建物で、ＳＢ 11361（西第
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第Ⅱ－９図　ＳＡ 6280、ＳＢ 11501　平面図・土層断面図（1：100）
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P14（A-A'）
19　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱抜取穴】

20　2.5Y5/1 黄灰色シルト

21　2.5Y5/1 黄灰色シルト

　（5㎝程の礫 1％含む）

22　2.5Y4/1 黄灰色シルト

23　2.5Y4/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 10％　C層偽礫 3％）

24　2.5Y5/1 黄灰色シルト【布堀埋土】

25　2.5Y6/1 黄灰色シルト【布堀埋土】

26　2.5Y6/2 灰黄色シルト【攪乱】

[SB11501] 
P1（B-B'/G-G'）
1　2.5Y4/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 20％　C層偽礫 3％）【柱痕跡】

2　2.5Y3/1 黒褐色シルト

3　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト

P2（F-F'/G-G'）
1　作土

2　整地層

3　包含層②

4　2.5Y4/1 黄灰色シルト【柱痕跡】

[SA6280] 
P7・P8（A-A'）
1　2.5Y4/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 3％　C層偽礫 20％）P7【柱抜取穴】

2　2.5Y4/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）P7【柱抜取穴】

3　2.5Y5/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 20％）P7

4　2.5Y5/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）P7

5　2.5Y7/2 灰黄色シルト

　（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）P8【柱抜取穴】

6　2.5Y7/1 灰白色シルト

　（5㎝程の礫含む）P8【柱抜取穴】

7　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト

　（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）P8

P9・P10（A-A'）
1　2.5Y7/2 灰黄色シルト

　（10 ㎝程の礫含む）P10【柱抜取穴】

2　2.5Y6/2 灰黄色シルト

　（炭化粒 5％　C層偽礫 3％）P10【柱抜取穴】

3　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）P10

4　2.5Y6/2 灰黄色シルト P9【柱抜取穴】

5　2.5Y5/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）P9【柱抜取穴】

6　2.5Y6/1 黄灰色シルト P9【柱抜取穴】

5　2.5Y4/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 3％　C層偽礫 20％）【柱痕跡】

6　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱痕跡】

7　2.5Y4/1 黄灰色シルト【柱痕跡】

8　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト

9　2.5Y4/1 黄灰色シルト

P3（D-D'/F-F'）
1　作土

2　整地層３

3　攪乱層１

4　2.5Y4/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 10％　C層偽礫 3％）【柱痕跡】

5　2.5Y3/1 黒褐色シルト

6　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト

7　包含層②

P4（B-B'/D-D'）
1　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱痕跡】

2　2.5Y4/1 黄灰色シルト

[SP11499] （E-E'/F-F'）
1　2.5Y4/1 黄灰色シルト

2　2.5Y3/1 黒褐色シルト【柱痕跡】

3　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト

P11（A-A'）
1　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱抜取穴】

2　2.5Y7/2 灰黄色シルト

　（炭化粒 5％　C層偽礫 3％）【柱抜取穴】

3　2.5Y5/1 黄灰色シルト

4　2.5Y6/1 黄灰色シルト

5　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）

6　2.5Y3/1 黒褐色シルト

P12（A-A'）
7　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱抜取穴】

8　2.5Y7/1 灰白色シルト【柱抜取穴】

9　2.5Y5/1 黄灰色シルト

　（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）【柱抜取穴】

10　2.5Y7/1 灰白色シルト【柱抜取穴】

11　2.5Y6/1 黄灰色シルト

12　2.5Y6/2 灰黄色シルト（1㎝程の礫 5％含む）

13　2.5Y6/2 灰黄色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）

14　2.5Y5/1 黄灰色シルト（炭化粒 10％　C層偽礫 3％）

P13（A-A'/C-C'）
15　2.5Y6/1 黄灰色シルト

16　2.5Y7/6 明黄褐色シルト（1㎝程の礫 5％含む）

17　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）

18　2.5Y3/1 黒褐色シルト
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第Ⅱ－９図　ＳＡ6280、ＳＢ11501　平面図・土層断面図（1：100）
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一堂（新））の建替え前の殿舎に相当する（第Ⅱ－ 10 図）。

当該調査では、建物の南側を検出した。構造は桁行６間・

梁行２間の南北棟の掘立柱建物で、建物西側の側柱とＳＡ

6280（掘立柱塀西辺）のＰ５・６が共有する構造となる。

ＳＢ 11362 のＰ４は、平面検出及び半截掘削による埋土

の観察から、埋土が明黄褐色シルトの柱抜取穴が認められ

る。柱抜取穴は、柱掘方の底面付近まで及んでおり、柱痕

跡は確認できない。ＳＢ11362のＰ５や南妻中央の柱穴は、

ＳＢ 11361（西第一堂（新））の柱穴が同位置で建替えら

れており、詳細な状況は不明であった。

ＳＢ6281（西第二堂（新））　斜方位区画の西側に位置し、

第 85 －８次調査で検出された建物で、ＳＢ 11500（西第

二堂（古））の建替え後の殿舎に相当する（第Ⅱ－ 10 図）。

ＳＢ 6281 は、ＳＢ 11500（西第二堂（古））から北へ約 1.2 ｍ、

東へ約 2.4 ｍずらした位置に建替えが行われ、ＳＡ 6280（掘

立柱塀西辺）のＰ 11 と北妻柱が直線上に揃う。構造は桁

行６間・梁行２間の南北棟の掘立柱建物である。Ｐ４は、

掘方底部付近で柱痕跡が確認できた。Ｐ５は、平面検出及

び半截掘削による埋土の観察を行ったが、撹乱の影響によ

り柱痕跡や柱抜取穴の状況は不明である。Ｐ６は、立木の

影響により平面検出に留まり、詳細な状況は不明である。

　飛鳥時代後期に属するとみられる遺物には、Ｐ６柱抜取

穴で土師器の杯（第Ⅱ－ 13 図 62）等がある。

ＳＢ11500（西第二堂（古））　斜方位区画の西側に位置す

る建物で、ＳＢ 6281（西第二堂（新））の建替え前の殿舎

に相当する（第Ⅱ－ 10 図）。建物南側は未確認であるが、

東第二堂（古）との対応関係等から、構造は桁行６間・梁

行２間の南北棟の掘立柱建物になると推定され、建物西側

の側柱とＳＡ 6280（掘立柱塀西辺）のＰ 12・14 が共有す

る構造となる。Ｐ３は、平面検出及び撹乱除去後の埋土観

察から、明黄褐色シルトの柱抜取穴が認められる。Ｐ４は、

平面検出により、明黄褐色シルトの柱抜取穴が確認できた。

ＳＢ11502　４区で検出した総柱の掘立柱建物である。Ｐ

１～３の柱穴を検出し、柱掘方の平面形は方形で、柱痕跡

が確認できる。第195次調査区で確認された総柱建物群（倉

院）の北側に位置していることや、ＳＢ 11502 の柱配列

から、建物の構造は総柱建物になると想定できる。

　飛鳥時代後期に属するとみられる遺物には、土師器の杯

片（第Ⅱ－ 13 図 70）がある。

ＳＤ11358　第 199 次調査で検出した遺構の南東側の延長

にあたり、第 200 次調査の状況を踏まえて、遺構表示記号

をＳＺからＳＤに変更した。ＳＢ 11360 南廂の布掘り柱掘

方と想定される溝で、建物の柱筋と並行する（第Ⅱ－11図）。

溝の幅は、ＳＢ 11360 の南廂Ｐ１～５の柱掘方と同程度

とみられる。e ５グリッドで北側に膨れる形状となるが、

この範囲については弥生時代の方形周溝墓と重複してお

り、平面検出時に誤認している可能性がある。

ＳＤ11489・ＳＤ 11490　ＳＢ 11360 北廂の布掘り柱掘方

と想定される溝で、建物の柱筋と並行する（第Ⅱ－ 11 図）。

遺構検出の状況から、ＳＤ 11489 がＳＤ 11490 より先行

した時期のものと判断する。ＳＤ 11490 は、平面検出と

半截掘削の状況を確認しており、ＳＢ 11360 北廂Ｐ１の

柱掘方の底面より 10㎝程深くなる。ＳＤ 11489 は、ＳＤ

11490 と並行する同規模の溝であるが、ＳＢ 11360 との関

連性は課題として残る。

ＳＤ 11491・ＳＰ 11498　４区で検出した遺構で、ＳＤ

11491 は掘立柱建物の布掘り状掘方、ＳＰ 11498 は南西隅

の柱穴の可能性がある。出土遺物は、弥生土器の壺片のみ

であるが、第 195 次調査成果を踏まえると、飛鳥時代後

期の総柱建物群（倉院）の一部と想定できる。

ＳＫ11493　１区で検出した土坑とみられる遺構で、東側

の一部が確認できたのみで、詳細な規模や形状は不明で

ある。遺構検出時には、須恵器陶硯の破片（第Ⅱ－ 13 図

76）が出土している。

ＳＫ11494　４区で検出した土坑で、遺構の重複関係から

ＳＤ 11491 より先行する時期のものと判断する。遺構検

出に留めており、詳細は不明である。出土遺物には、須恵

器の甕体部片（第Ⅱ－ 13 図 75）がある。

ＳＫ11495　４区で検出した土坑で、遺構の重複関係から

ＳＢ 11502 Ｐ２より新しい時期のものと判断する。遺構

検出に留めており、詳細は不明である。

ＳＰ11496　２区で検出した柱穴で、遺構の重複関係から

ＳＢ 11360 Ｐ７より先行する時期のものと判断する。柱

掘方埋土が黒褐色シルト、柱抜取埋土は明黄褐色シルトと

なり、飛鳥時代後期の斜方位区画内の掘立柱建物の特徴と

共通する。他の柱穴との関係性は不明である。　

（５）奈良時代の遺構

　奈良時代の遺構は、掘立柱建物１棟である。第 197 次

調査で検出された建物に相当し、奈良時代の斎宮中枢域と

推定される方形区画と方位が揃う。

ＳＢ11342　桁行７間・梁行２間の東西棟の建物で、建物軸
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第Ⅱ－ 10 図　ＳＢ 6281・11361・11362・11500　平面図・土層断面図（1：100）
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[SB11361] 
P7・8（A-A'/C-C'）
1　2.5Y3/1 黒褐色シルト【柱痕跡】
2　2.5Y4/1 黄灰色シルト
3　2.5Y3/1 黒褐色シルト（1 ㎝程の礫 10％含む）
4　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 1%　C 層偽礫 3%）
5　2.5Y4/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C 層偽礫 10％）
P10（C-C'/D-D'）
1　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱抜取穴】
2　2.5Y4/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C 層偽礫 20％）
3　2.5Y4/1 黄灰色シルト（炭化粒 1%　C 層偽礫 3%）
[SB11361・SB11362] 
SB11361 P9・SB11362 P5（B-B'/C-C'）
1　作土
2 ～ 8　撹乱層１
9　2.5Y7/3 浅黄色シルト（10 ㎝程の礫 10％含む）【SB11361 P9】
10　2.5Y6/3 にぶい黄色シルト【SB11362 P5　柱抜取穴】
11　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C 層偽礫 5％）
12　10YR5/2 灰黄褐色シルト【整地層】
13　2.5Y3/1 黒褐色シルト【包含層】

[SB11362] 
P4（B-B'）
1　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト【柱抜取穴】
2　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト
　（炭化粒 3％　C 層偽礫 5％）【柱抜取穴】
3　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト
　（炭化粒 3％　C 層偽礫 20％）【柱抜取穴】
4　10YR4/2 灰黄褐色シルト
5　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C 層偽礫 5％）
6　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（炭化粒 1%　C 層偽礫 3%）
[SB6281] 
P4（E-'E/ F-F'）
1　2.5Y5/1 黄灰色シルト（10 ㎝程の礫 5％含む）【柱痕跡】
2　2.5Y4/1 黄灰色シルト（10 ㎝程の礫 5％含む）
P5（F-F'）
1　作土
2　10YR5/2 灰黄褐色シルト【整地層】
3　2.5Y3/1 黒褐色シルト
4　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C 層偽礫 20％）
5　2.5Y5/1 黄灰色シルト

[SB11500] 
P3（G-G’ /Ｈ-Ｈ'）
1　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱抜取穴】
2　2.5Y7/2 灰黄色シルト
　（炭化粒 3％　C 層偽礫 10％）【柱抜取穴】
3　2.5Y7/2 灰黄色シルト【柱抜取穴】
4　2.5Y7/2 灰黄色シルト（5 ㎝程の礫 5％含む）【柱抜取穴】
5　2.5Y6/2 灰黄色シルト（5 ㎝程の礫 10％含む）
6　2.5Y3/1 黒褐色シルト
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第Ⅱ－10 図　ＳＢ6281・11361・11362・11500　平面図・土層断面図（1：100）
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第Ⅱ－ 11 図　ＳＢ 11342・11360　平面図・土層断面図（1：100）
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 [SB11360] 
南廂 P1（A-A'）
1　10YR3/2 黒褐色粗粒砂～シルト
　（炭化粒 5%　C層偽礫 3%）【柱痕跡】
2　10YR3/3 暗褐色粗粒砂～シルト（炭化粒 1%　C層偽礫 3%）
3　10YR3/1 黒褐色粗粒砂～シルト（炭化粒 3%　C層偽礫 1%）
南廂 P6（A-A'/C-C'）
1　2.5Y3/1 黒褐色シルト【柱痕跡】
2　2.5Y5/1 黄灰色シルト
北廂 P1・SD11490（C-C'/E-E'/G-G’）
1　2.5Y3/1 黒褐色シルト【柱痕跡】
2　2.5Y4/1 黄灰色シルト
3　2.5Y4/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）
4　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 20％）
5　2.5Y3/1 黒褐色シルト【SD11490】
6　2.5Y4/1 黄灰色シルト【SD11490】
7　2.5Y4/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）【SD11490】
北廂 P2（E-E'）
1　2.5Y7/3 浅黄色シルト【柱抜取穴】
2　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）【柱抜取穴】
3　2.5Y3/1 黒褐色シルト

4　2.5Y7/3 浅黄色シルト（5mm程の礫 1％含む）
5　2.5Y5/1 黄灰色シルト（炭化粒 1%　C層偽礫 3%）
6　2.5Y4/1 黄灰色シルト
7　2.5Y3/1 黒褐色シルト
P6（B-B'）
1　10YR3/3 暗褐色粗粒砂～シルト（炭化粒 5%　C層偽礫 3%）【柱抜取穴】
2　10YR3/4 暗褐色粗粒砂～シルト（炭化粒 15%　C層偽礫 30%）
3　10YR3/2 黒褐色中粒砂～シルト（炭化粒 3%　C層偽礫 3%）
4　10YR3/2 黒褐色粗粒砂～シルト（炭化粒 15%　C層偽礫 50%）
P7（B-B'/C-C'）
1　2.5Y7/3 浅黄色シルト【柱抜取穴】
2　2.5Y4/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）【柱抜取穴】
3　2.5Y5/1 黄灰色シルト【柱抜取穴】
4　2.5Y5/1 黄灰色シルト
5　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 20％）
6　2.5Y5/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）
7　2.5Y5/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）
P9（C-C'/D-D'）
1　10YR5/2 灰黄褐色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 20％）【柱抜取穴】

2　10YR4/1 褐灰色シルト【柱抜取穴】
3　10YR4/1 褐灰色シルト（炭化粒 1%　C層偽礫 3%）
4　10YR5/1 褐灰色シルト
5　2.5Y3/1 黒褐色シルト
P10（D-D'/F-F'）
1　2.5Y8/2 灰白色シルト【柱抜取穴】
2　2.5Y6/1 黄灰色シルト【柱抜取穴】
3　2.5Y8/2 灰白色シルト【柱抜取穴】
4　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 10％）【柱抜取穴】
5　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 5％　C層偽礫 20％）
6　2.5Y3/1 黒褐色シルト
7　2.5Y3/1 黒褐色シルト（炭化粒 5%　C層偽礫 3%）
 [SB11342] 
P16（H-H'/I-I'）
1　2.5Y4/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）【柱痕跡】
2　2.5Y3/1 黒褐色シルト（5㎝程の円礫を含む）
3　2.5Y5/1 黄灰色シルト（炭化粒 3％　C層偽礫 5％）
4　2.5Y3/1 黒褐色シルト（5㎝程の円礫を含む）
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第Ⅱ－11 図　ＳＢ11342・11360　平面図・土層断面図（1：100）
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第Ⅱ－１表　第 200 次調査　建物等一覧表

遺構名 基部構造 建物形式 平面形式 桁行間数 
柱間 桁行総長 梁行間数 

柱間
梁行
総長 備考 遺構の性格

SA11120
SA11300 掘立 一本柱塀 - 2.3ｍ 38.2ｍ 

40.8ｍ - - 北辺建替
（新・古） 遮蔽

SA6280 掘立 一本柱塀 - （新）1.6～2.1ｍ
（古）2.4～3.3ｍ

54.2ｍ 
以上 - - 西辺建替

（新・古） 遮蔽

SB11501 掘立 四脚門 - 1間 3.6m 3.6m 2間 1.65m 3.3m 西門

SB11360 掘立 側柱 二面廂 5間 2.65ｍ 13.25ｍ 4間 2.4～2.63ｍ 5.3ｍ 
（10.2ｍ） 正殿

SB11361 掘立 側柱 無廂 6間 2.1ｍ 13.6ｍ 2間 2.4ｍ 4.9ｍ 建替後新 
布掘り柱掘方 西第一堂（新）

SB11362 掘立 側柱 無廂 6間 2.1ｍ 13.6ｍ 2間 2.4ｍ 4.8ｍ 建替後古 西第一堂（古）

SB6281 掘立 側柱 無廂 6間 2.26～2.4ｍ 13.6ｍ 2間 2.4ｍ 4.8ｍ 建替後新 西第二堂（新）

SB11500 掘立 側柱 無廂 6間 2.16～2.4ｍ 13.0ｍ 2間 2.4ｍ 4.8ｍ 建替後古 西第二堂（古）

SB11502 掘立 総柱 - 2間以上 2.2ｍ - 2間以上 2.2ｍ - 倉庫

第Ⅱ－２表　第 200 次調査　遺構一覧表

遺構名 調査時 
地区・遺構名 グリッド 時期 出土遺物

SK11104 2 区 土坑 2 g6，h6 弥生時代 弥生土器、石製品
SK11485 3 区 柱穴 17 y6 弥生時代 弥生土器、石製品
SK11486 3 区 土坑 7 y6 弥生時代 弥生土器
SK11487 3 区 土坑 4・8 a6，y7 弥生時代 弥生土器
SZ11354 3 区 土坑 1，溝 5 b5，c6 弥生時代 弥生土器
SZ11357 2 区 土坑 7，溝 4・7 f5・6，g5・6 弥生時代 弥生土器
SZ11488 3 区 溝 6 c6 弥生時代 弥生土器

SA6280 3 区 柱穴 10 ～ 14・19・
22・24，溝 2 x5 ～ 7，y4・5 飛鳥時代 弥生土器、土師器

SA11120
SA11300 1 区 土坑 3・6 g3 飛鳥時代 弥生土器、土師器

SB6281 3 区 柱穴 16・18・20 y6，a7 飛鳥時代 弥生土器、土師器、須恵器、石製品
SB11342 2 区 g6Pit1 g6 奈良時代 弥生土器、土師器
SB11360 1・2 区 柱穴 1 ～ 8 f6・7，g4 ～ 6，h4・5 飛鳥時代 弥生土器、土師器、石製品

SB11361 3 区 柱穴 1・5・6・8・9,
溝 1 a4・5，b5 飛鳥時代 弥生土器、土師器

SB11362 3 区 柱穴 7 a4・a5・b4・b5 飛鳥時代 土師器、石製品
SB11500 3 区 柱穴 21・23, 溝 4 y6・7 飛鳥時代 弥生土器、土師器

SB11501 3 区 柱穴 2・4・15，
y6Pit2 x4・5，y5・6 飛鳥時代 弥生土器、土師器

SB11502 4 区 u25Pit3 u25 飛鳥時代 土師器

SD11305 1・2 区 溝 1 g2 ～ 7 江戸時代 弥生土器、土師器、須恵器、中世陶器、近世陶
磁器

SD11358 2 区 溝 8 f6 飛鳥時代 弥生土器
SD11489 1 区 溝 3 g4・h4 飛鳥時代 弥生土器
SD11490 1 区 溝 6 g4・h4 飛鳥時代 弥生土器
SD11491 4 区 溝 1 u25・v25 飛鳥時代 土師器
SK11492 3 区 土坑 2 y4 古墳時代 弥生土器、土師器
SK11493 1 区 土坑 10 f3 飛鳥時代 弥生土器、土師器、陶硯
SK11494 4 区 土坑 1 u25・u1 飛鳥時代 弥生土器、須恵器
SK11495 4 区 土坑 2 u25 飛鳥時代 弥生土器
SP11496 2 区 g6Pit2 g6 飛鳥時代 弥生土器
SP11497 3 区 柱穴 3 x5 飛鳥時代 弥生土器
SP11498 4 区 u25Pit2 u25 飛鳥時代 弥生土器
SP11499 3 区 y6Pit1 y6 飛鳥時代 弥生土器

－ 20－ － 21－



は正方位である（第Ⅱ－11図）。北西角の柱穴Ｐ16を検出し、

半截掘削により柱痕跡を確認した。柱掘方の形状は不整方

形で、掘方底面で５㎝程の円礫３点が検出されている。

（６）江戸時代の遺構

　江戸時代の遺構は、溝１条である。１・２区の作土・客

土掘削時には、18 世紀頃の土器や陶磁器が比較的まとまっ

て出土しており、周辺に遺構の広がりが想定できる。一方

で、３・４区については、当該時期の遺物は僅少である。

ＳＤ 11305　１・２区から第 193・197 次調査にかけて、

南北に縦断する溝で、規模は延長 47 ｍ以上、幅１ｍ、深

さ 40㎝程である。18 世紀頃の土師器の焙烙のほか、弥生

時代～鎌倉時代の土器等が出土している。

４　遺物
　遺物整理用コンテナ 43 箱分の遺物が出土し、縄文土器、

弥生土器、土師器、須恵器、陶硯（円面硯）、中世陶器、

近世陶磁器、土製品（土錘）、石製品（有茎尖頭器、石鏃、

磨製石斧、磨石、石錘、砥石）、鍛冶滓等があった（第Ⅱ

－ 12 ～ 17 図）。詳細は遺物観察表（第Ⅱ－３～８表）に

拠ることとし、ここでは特徴的な遺物のみを記述する。

（１）弥生時代の遺構（第Ⅱ－12図）

ＳＫ 11104出土遺物（１～３）　１は、弥生土器の壺胴部

片で、外面にヘラミガキが施される。２は、弥生土器の甕

の口縁部片で、口縁部内面にはユビオサエによる凹みがみ

られる。３は、石器の有茎尖頭器で、先端の一部は欠損す

るが、ほぼ完存のもので、縄文時代早期に属する。

ＳＫ 11485出土遺物（４）　石器の剥片で、サヌカイト製

のものである。この他、弥生土器の小片がみられる。

ＳＫ 11486出土遺物（５）　弥生土器の壺頸部片で、外面

には貝殻描直線文を施す。弥生時代中期前葉に属する。

ＳＫ 11487出土遺物（６・７）　６は弥生土器の甕口縁部

片で口縁端部に刻目を施す。７は弥生土器の壺底部片であ

る。これらは、弥生時代前～中期に属する。

ＳＺ 11357 出土遺物（８～ 10）　８～ 10 は、弥生土器の

壺で、８は頸部片、９は胴部片である。10 は口縁部と胴

部の一部を欠くが、ほぼ完存のもの。口縁部の外面には２

条の凹線文があり、頸部から胴部上半にかけて縦方向のハ

ケ、胴部下半は横方向のヘラミガキを施す。これらは、弥

生時代中期後葉に属する。

ＳＺ11354出土遺物（16～ 22）　16・17 は弥生土器の甕、

18 ～ 22 は弥生土器の壺である。16 は口縁端部に刻目、

胴部外面は縦方向のハケを施す。20 は同一個体２点から

なるもので、頸部から胴部上半が残存し、外面には貝殻描

直線文と２段構成の貝殻腹縁刺突文を施す。21 は同一個

体３点からなるもので、胴部上半から底部が残存し、外面

には胴部上半に櫛描直線文、中程から下半にかけてヘラミ

ガキを施す。22 は、頸部に２条の刻目を施した貼付突帯

が巡る。これらは、弥生時代中期中～後葉に属する。

ＳＺ 11488出土遺物（14）　弥生土器の甕口縁部片で、口

縁部の外面全体と内面端部にヘラミガキを施す。弥生時代

中期に属するものか。

（２）古墳時代・飛鳥時代の遺構（第Ⅱ－12・13図）

ＳＤ11358出土遺物（11・12）　11 は、縄文土器の深鉢片

で、外面に綾杉状の沈線を引いたもので、縄文時代中期末

～後期初頭に属するものか。12 は、弥生土器の壺頸部片で、

外面に貝殻描直線文を施す。遺構の時期は、飛鳥時代後期

と想定されるが、当該時期の遺物は確認できていない。

ＳＤ 11489出土遺物（13）　弥生土器の壺胴部片で、外面

に櫛描沈線が巡る。遺構の時期は、飛鳥時代後期と想定さ

れるが、当該時期の遺物は確認できていない。

ＳＤ 11490出土遺物（15）　弥生土器の壺口縁部片で、口

縁部外面に櫛描波状文が巡り、内面には粘土を貼り付け後

にユビオサエを施し、器面を凹凸に仕上げている。遺構の

時期は、飛鳥時代後期と想定されるが、当該時期の遺物は

確認できていない。

ＳＫ11492出土遺物（23～ 27）　23 は、土師器の甑底部で、

蒸気孔の形態は不明である。古墳時代後期に属するものか。

24 ～ 27 は弥生土器で、24・25・27 は甕片で、26 は壺の

胴部片である。24 は口縁端部に刻目を施す。26 は、胴部

に刻目を施した突帯が巡る。

ＳＡ6280出土遺物（28～ 32）　28 は弥生土器の甕片、29

は弥生土器の壺片である。30 ～ 32 は、Ｐ 11 出土の土師

器の杯である。30・31 は柱掘方出土のもので、口縁端部

がやや外反する形態。32 は柱抜取穴出土の土師器杯Ａで、

外内面をナデで調整するもので、飛鳥時代後期に属する。

ＳＡ 11120出土遺物（33）　Ｐ６掘方埋土出土の土師器の

甕片で、古墳時代後期に属するものか。

ＳＢ 11501出土遺物（34）　弥生土器の甕片で、口縁端部

に刻目を施す。この他には、図化できない土師器小片が出
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第Ⅱ－ 12 図　第 200 次調査　出土遺物実測図１（1：2,1：4）
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第Ⅱ－ 13 図　第 200 次調査　出土遺物実測図２（1：2,1：4）
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土している。

ＳＢ 11360 出土遺物（35～ 55）　35 は北廂Ｐ１柱痕跡埋

土出土の土師器杯Ｇで、口縁端部を強いナデによりやや外

反させる形態のもの。38 が北廂Ｐ２柱抜取埋土出土の土

師器杯片、39 ～ 42 は北廂Ｐ２柱掘方埋土出土の土師器杯

片である。46 は身舎Ｐ７柱抜取埋土出土の土師器杯片で

ある。これらは、飛鳥時代後期に属する。

ＳＢ 11362出土遺物（56）　土師器の杯体部片で、口縁と

体部の境に段がみられる形態のもので、飛鳥時代後期に属

するものか。

ＳＢ11361出土遺物（57～ 61）　 57・60・61 は、弥生土

器の壺片、58 は弥生土器の甕片である。60 の外面には、

赤色顔料を塗布した痕跡がみられる。59 は、石器の剥片

でチャート製のものである。この他には、図化できない土

師器小片が出土している。

ＳＢ6281出土遺物（62～ 69）　62 は、Ｐ６柱抜取埋土出

土の土師器の杯Ｇで、外内面はナデで調整し、底部が丸い

形態のもので、７世紀後葉～８世紀前葉に位置づけられる。

63 は、Ｐ５柱掘方埋土出土のもので、土師器甕の口縁部

片である。65 はＰ４柱痕跡埋土出土のもので、土師器甕

の口縁部片である。66 は、Ｐ４柱掘方埋土出土の須恵器

甕の体部片で、外面に平行タタキ後に２条の沈線を施す。

この他、64 はサヌカイト製の石鏃である。

ＳＢ 11502 出土遺物 (70）　Ｐ１出土の土師器の杯口縁部

片である。飛鳥時代後期に属するものか。

ＳＰ11496出土遺物（71・72）　柱痕跡埋土出土のもので、

71 は弥生土器の甕口縁部片、72 は弥生土器の壺口縁部片

である。遺構の時期は、飛鳥時代後期と想定されるが、当

該時期の遺物は確認できていない。

ＳＰ 11497出土遺物（73）　柱掘方埋土出土のもので、弥

生土器の壺頸部片で、外面に１条の箆描沈線が巡る。遺構

の時期は、飛鳥時代後期と想定されるが、当該時期の遺物

は確認できていない。

ＳＰ11498出土遺物（74）　弥生土器の壺口縁部片で、口縁

端部に刻目、外内面にハケを施す。遺構の時期は、飛鳥時代

後期と想定されるが、当該時期の遺物は確認できていない。

ＳＫ11493出土遺物（76・77）　76 は、須恵器の陶硯（円

面硯）の脚部片で、上下２段の長方形透かしを施す。77 は、

弥生土器の壺底部片で、底部外面には箆描沈線がみられる。

ＳＫ 11494出土遺物（75）　須恵器の甕体部片で、外面は

平行タタキ、内面には同心円文の当て具痕がみられる。

（３）江戸時代の遺構（第Ⅱ－14図）

ＳＤ 11305 出土遺物（78～ 90）　出土遺物には、江戸時

代の遺物以外に、弥生時代～鎌倉時代のものが含まれてい

る。78 ～ 83 は弥生土器である。78 は、弥生土器の壺片

で口縁端部に沈線が巡り、内面はヘラミガキが施される。

82 は弥生土器の甕片で、底部には焼成後に施した円形の

穿孔がある。84 は、須恵器の杯Ｇ蓋で、口縁部には返し

がある形態のもので、７世紀後葉～８世紀前葉に位置づけ

られる。85・86 は、須恵器の甕体部片で、85 の外面は平

行タタキ後にナデが施される。87 は、ロクロ土師器の杯

底部片で、回転糸切痕がある。88・89 は、陶器の山茶椀で、

89 の高台には籾殻痕がある。90 は、土師器の焙烙で、江

第Ⅱ－ 14 図　第 200 次調査　出土遺物実測図３（1：4）
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第Ⅱ－ 15 図　第 200 次調査　出土遺物実測図４（1：4）
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戸時代のもの。

（４)遺物包含層出土遺物（第Ⅱ－15・16図）

遺物包含層出土遺物 [縄文・弥生 ]（91～ 144）　縄文時

代から弥生時代の遺物には、弥生土器、石製品がある。91

～ 138 は、弥生土器である。92 ～ 100 は、壺口縁部片で

口縁端部に沈線が巡る。92 は、内面に縦方向の箆描沈線

とヘラミガキが施される。95・98 は、外内面ともヘラミ

ガキがみられる。これらは、金剛坂式に相当するもので、

弥生時代前期後葉～中期前葉に属する。

第Ⅱ－ 16 図　第 200 次調査　出土遺物実測図５（1：2,1：4）
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　102 ～ 115 は甕口縁部片で、口縁端部に刻目が施され

る。103 は胴部に３条の箆描沈線がみられる。104・115 は、

口縁端部には二枚貝刺突による刻目があり、内面にはヘ

ラミガキを施す。116 は、壺口縁部片で、口縁端部に二枚

貝刺突による刻目がみられる。117 は、細頸壺の口縁部片

で、受口状口縁の形態のもの。118・119 は、壺頸部片で

ある。118 は、外面に６条の箆描沈線、内面にヘラミガキ

が施される。91・120 ～ 125 は、壺肩部片である。91 は、

外面に粘土帯の貼り付けによる双頭渦文がみられる。120

は外面に刻目を施した２条の突帯が巡る。121 は外面に２

条の箆描沈線があり、この間にヘラミガキが施されている。

122 ～ 125 は、外面に箆描直線文や箆描波状文がみられる。

126 は、頸部から胴部片で、ＳＺ 11357 の周溝から北側に

30㎝程離れた地点で検出したもので、本来は方形周溝墓の

周溝に包含されていた可能性が推測される。外面は胴部上

半がハケ、下半が板ナデとなり、内面は板ナデである。

　127 ～ 129 は甕口縁部片で、129 は受口状口縁のもので

ある。130・131 は、鉢口縁部片である。130 は波状口縁

のものとみられ、口縁端部には刻目があり、外面は縦方向

に条痕を施し、横方向に 14 条の櫛描直線文がある。132

第Ⅱ－ 17 図　第 200 次調査　出土遺物実測図６（1：2,1：4）
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～ 138 は、甕と壺の底部片である。

　139 ～ 144 は、石製品である。139 は石器の剥片で、サ

ヌカイト製のもの。140 は磨製石斧で砂岩製のもの。141

は磨石で、砂岩製のもの。142・143 は打欠石錘で、142

は１箇所、143 は２箇所に打欠がみられる。144 は、用途

不明石製品の破片で縦方向の擦痕がみられる。

遺物包含層出土遺物[古墳～鎌倉]（145～ 190）　古墳時

代から鎌倉時代の遺物には、土師器、須恵器、陶器、土製品、

石製品がある。145 ～ 173 は、土師器である。145・146

は高杯脚部片、147 は壺胴部片で、古墳時代後期に属する

ものか。148 ～ 153 は甕口縁部片で、148 ～ 151 は口縁端

部をつまみ上げる形態のもの。154 は杯Ｂで、ＳＢ 11360

の南側にあたる調査区（３区 c ６グリッド）から出土した

ものである。高台を接合するために、底部には櫛状工具に

より沈線を施す。155 ～ 157 は、皿口縁部片である。155

の外面底部にはヘラケズリが施されている。158 ～ 169 は、

杯の口縁部片である。170 は、移動式カマドの体部片で、

把手が欠損する。171 は、甑底部片で、蒸気孔の形状は半

円形になるとみられる。172・173 は、南伊勢系土師器の

鍋口縁部で、鎌倉時代に属する。174は、土錘で完形のもの。

　175 ～ 185 は、須恵器である。175・176 は、杯Ｇ蓋で

口縁部に返しがみられる。177 ～ 180 は、杯Ｂ蓋で、口縁

部に返しが伴わないものである。181 は、杯身片で底部外

面はヘラ切後ナデを施している。182 は、壺口縁部片とみ

られる。183 は、椀の口縁部から体部片で、内面と破断面

に煤が付着する。184・185 は高杯脚部片とみられる。

　186 ～ 189 は、中世陶器である。186 は小皿、187・188

は山茶椀、189 は鉢である。

　190 は砥石で、側面の内２面を使用し、１面は加工時に

石材を切断した工具痕が残る。

（５）整地層出土遺物（第Ⅱ－ 17図）　１・３・４区の整

地層からは、弥生時代から江戸時代の遺物が出土しており、

弥生土器、土師器、須恵器、陶硯、陶器、石製品、金属製

品がある。

　191 ～ 194 は弥生土器で、191・192 は壺で、193・194

は甕である。191は肩部に箆描沈線による施文がみられる。

　195 ～ 202 は土師器で、195 は高杯、196・197 は杯、

198・199 は甕である。200・201 は鍔部の破片で、器種の

詳細は不明である。202は南伊勢系土師器鍋の口縁部片で、

室町時代以降のものか。

　203 ～ 206 は須恵器で、203 ～ 205 は杯蓋、206 は壺胴

部である。203 は口縁部に返しが伴うものである。206 は

胴部外面にカキメが施される。207・208 は、須恵器の陶

硯（円面硯）である。脚部片で、上下２段の長方形透か

しがみられる。208 は外面にカキメを施す。207 はＳＡ

11120（掘立柱塀北辺）、208 はＳＢ 6281（西第二堂（新））

の付近で出土したものである。

　209 ～ 211 は、中世陶器である。209・210 は山茶椀、

211 は小皿で、鎌倉時代に属するもの。

　212 は、緑色片岩製の剥片である。213 は、椀形鍛冶滓で、

鉄滓とみられる。

（６）表土・撹乱等出土遺物（第Ⅱ－ 17図）　214 は、縄

文土器の鉢である。内外の器面が黒色化しており、光沢が

みられる。215・216 は、弥生土器の壺である。215 は肩

部に３条の箆描沈線と刻目を施した貼付突帯が巡る。

　217 ～ 225 は土師器で、217 ～ 220 は甕、221 は甑か鍋

の把手片、222 ～ 225 は杯である。

　226 ～ 228 は須恵器で、226 は杯蓋、227 は壺底部片、

228 は壺口縁部片である。229 は、白磁の底部片で、削出

高台のもの。230 は砥石で、側面の内３面を使用する。

５　まとめ
　第 200 次調査では、斜方位区画の堀立柱塀の一部と西門、

正殿と脇殿相当の建物等の構造を理解するうえで、重要な

調査成果を得られた。当該調査を含め、平成 29 年度から

令和３年度にかけて実施した史跡西部の中垣内地区の調査

では、飛鳥時代斎宮中枢域と推定される斜方位区画や倉院

の詳細な規模や変遷等に関する詳細な成果を得られた。こ

れらの調査成果は、令和４年度に刊行予定の『斎宮跡発掘

調査報告Ⅴ』で総括を行い、調査成果を公表していく。

　また、今後の調査課題には、斜方位区画の南辺・南門の

範囲、東西第三堂にあたる殿舎の把握、斜方位区画の周辺

域での関連施設の把握が挙げられる。この他、飛鳥時代の

斜方位区画と隣接して、奈良時代の方形区画が存在するが、

内部構造については未調査のため判明していない。こうし

た課題は、令和４年度以降の継続課題とし、飛鳥から奈良

時代にかけての斎宮の成立過程や方形区画の実態解明を進

めていきたい。　
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第Ⅱ－３表　第 200 次調査　遺物観察表１

番号 器種 器形 遺構 法量 (㎝ ) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考 登録 
番号

1 弥生土器 壺 SK11104 残存高 　5.6 外面　ヘラミガキ
内面　ハケ後ナデ 密 良 褐灰 10YR4/1 － 001－2

2 弥生土器 甕 SK11104 残存高　 3.3 外面　ナデ・ハケ
内面　ナデ・ユビオサエ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 口縁部 

1/12 未満 001－1

3 石製品 有茎尖頭器 SK11104
残存長 　7.3 

幅 　2.6 
厚 　0.7

重さ　16.38 ｇ
石材　サヌカイト － － － － 034－1

4 石製品 剥片 SK11485
長 　3.4 
幅 　2.5 
厚 　0.5

重さ　2.06 ｇ
石材　サヌカイト － － － － 034－6

5 弥生土器 壺 SK11486 推定頸径　13.6 
残存高　10.6

外面　貝殻描直線文
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 － 010－6

6 弥生土器 甕 SK11487 残存高 　0.8 外面　ナデ・刻目
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 011－3

7 弥生土器 壺 SK11487 推定底径　 5.6 
残存高　 1.9

外面　ナデ
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 底部 

3/12 011－4

8 弥生土器 壺 SZ11357 残存高 　2.8 外面　櫛描直線文
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/3 － 001－5

9 弥生土器 壺 SZ11357 残存高 　4.9 外面　ハケ後ヘラミガキ
内面　ハケ後ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 － 001－4

10 弥生土器 壺 SZ11357
口径 　9.8 
器高　32.2 
底径 　5.4

外面　ナデ・ハケ・ヘラミガキ・ 
　　　箆描沈線 
内面　ナデ・ハケ

密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 9/12 
胴部 9/12 013－1

11 縄文土器 深鉢 SD11358 残存高　 5.6 外面　ナデ・沈線 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 － 006－5

12 弥生土器 壺 SD11358 推定頸径   10.6 
残存高　 6.2

外面　ナデ・貝殻描直線文 
内面　ナデ・ハケ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 頸部

1/12 006－3

13 弥生土器 壺 SD11489 推定胴径　  17 
残存高　 5.2

外面　ナデ・櫛描直線文 
内面　ハケ 密 良 灰黄褐 10YR6/2 胴部

1/12 006－2

14 弥生土器 甕 SZ11488 推定口径　12.8 
残存高 　3.4

外面　ナデ・ハケ・ヘラミガキ 
内面　ハケ・ヘラミガキ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 口縁部 

1/12 009－6

15 弥生土器 壺 SD11490 残存高　 1.4 外面　ナデ・櫛描波状文 
内面　ナデ・ユビオサエ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 006－4

16 弥生土器 甕 SZ11354 口径　17.1 
残存高　21.7

外面　ナデ・ハケ・刻目 
内面　工具ナデ・ハケ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部

7/12 012－1

17 弥生土器 甕 SZ11354 残存高 　4.4 外面　ナデ・箆描沈線・刻目 
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 010－1

18 弥生土器 壺 SZ11354 残存高　   4
外面　ハケ後櫛描直線文・ 
　　　ヘラミガキ 
内面　ナデ

密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 － 009－5

19 弥生土器 壺 SZ11354 残存高 　5.8
外面　ナデ・櫛描直線文・ 
　　　櫛描波状文 
内面　ナデ

密 良 にぶい橙 5YR7/4 － 010－2

20 弥生土器 壺 SZ11354 頸径　10.5 
残存高　12.5

外面　貝殻描直線文・ 
　　　貝殻腹縁刺突文（２段構成） 
内面　ナデ・ハケ

密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 胴部
3/12

032－3 
032－4

21 弥生土器 壺 SZ11354 推定胴径　23.5 
底径    　5

外面　ナデ・ヘラミガキ・ 
　　　櫛描直線文 
内面　ナデ・ハケ・ユビオサエ

密 良 にぶい黄橙 10YR6/3 胴部
3/12

031－2 
032－1・

2

22 弥生土器 壺 SZ11354 残存高 　6.7 外面　�ナデ・ハケ・貼付突帯・刻目
内面　ナデ・工具ナデ 密 良 灰黄褐 10YR6/2 頸部

1/12 010－3

23 土師器 甑 SK11492 残存高 　8.2 外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 底部 

1/12 未満 外面に煤付着 011－2

24 弥生土器 甕 SK11492 残存高　 1.4 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 

1/12 未満 011－1

25 弥生土器 甕 SK11492 残存高　 5.4 外面　ナデ・ハケ・箆描沈線 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 － 011－7

26 弥生土器 壺 SK11492 残存高　 2.5
外面　ヘラミガキ・箆描沈線・ 
　　　貼付突帯・刻目 
内面　ナデ

密 良 橙 5YR6/6 － 011－5

27 弥生土器 甕 SK11492 推定底径 　  4 
残存高   　2

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 底部 

4/12 011－6

28 弥生土器 甕 SA6280 P5
柱抜取埋土 残存高 　2.2 外面　ナデ・箆描沈線・刻目 

内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 
1/12 未満 009－2

29 弥生土器 壺 SA6280 P12
柱抜取埋土 残存高   　4 外面　ナデ・箆描沈線・貼付突帯 

内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 － 009－1

30 土師器 杯 SA6280  P11 
柱掘方埋土 残存高 　2.4 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 
1/12 未満 008－3

31 土師器 杯 SA6280  P11 
柱掘方埋土 残存高 　1.7 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/8 口縁部 
1/12 未満 008－4

32 土師器 杯 SA6280  P11 
柱抜取埋土

推定口径  　15 
器高 　2.8

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 明赤褐 2.5YR5/6 口縁部 

1/12 008－1

33 土師器 甕 SA11120 P6
掘方埋土 残存高 　2.1 外面　ナデ 

内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 
1/12 未満 001－3

34 弥生土器 甕 SB11501 P2
 柱痕埋土 残存高 　1.8 外面　ナデ・刻目 

内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 
1/12 未満 009－3

35 土師器 杯 SB11360 北廂
P1 柱痕埋土 残存高 　4.6 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 にぶい橙 5YR6/4 口縁部 
1/12 未満 004－2

36 弥生土器 甕 SB11360 北廂 
P1 柱掘方埋土 残存高 　1.5 外面　ナデ 

内面　不明 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 底部 
1/12 未満 内面剥離 004－4

37 弥生土器 壺 SB11360 北廂 
P1 柱掘方埋土 残存高 　4.1 外面　ナデ・ヘラミガキ・貼付突帯 

内面　ナデ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 － 貼付突帯は剥
離する 004－3

38 土師器 杯 SB11360 北廂 
P2 柱抜取埋土 残存高 　2.2 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 
1/12 未満 004－6
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第Ⅱ－４表　第 200 次調査　遺物観察表２

番号 器種 器形 遺構 法量 (㎝ ) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考 登録 
番号

39 土師器 杯 SB11360 北廂 
P2 柱掘方埋土 残存高 　2.4 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 
1/12 未満 004－9

40 土師器 杯 SB11360 北廂 
P2 柱掘方埋土 残存高 　2.4 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 
1/12 未満 004－7

41 土師器 杯 SB11360 北廂 
P2 柱掘方埋土 残存高 　2.3 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 
1/12 未満 004－8

42 土師器 杯 SB11360 北廂 
P2 柱掘方埋土 残存高 　1.2 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 
1/12 未満 005－1

43 弥生土器 甕 SB11360 北廂 
P2 柱抜取埋土 残存高 　1.4 外面　ナデ・刻目 

内面　ナデ 密 良 暗灰黄 2.5Y5/2 口縁部 
1/12 未満 004－5

44 石製品 剥片 SB11360 北廂 
P2 柱抜取埋土

長 　2.3 
幅 　3.3 
厚　 0.5

重さ　2.88 ｇ 
石材　サヌカイト － － － － 034－4

45 石製品 剥片 SB11360 北廂 
P2 柱抜取埋土

長 　1.9 
幅 　2.4 
厚   0.15

重さ　0.72 ｇ 
石材　サヌカイト － － － － 034－5

46 土師器 杯 SB11360 P7 
柱抜取埋土 残存高 　1.9 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 淡黄 2.5Y8/4 口縁部 
1/12 未満 003－2

47 弥生土器 壺 SB11360 P7 
柱掘方埋土 残存高 　1.7 外面　ナデ・ユビオサエ・箆描沈線 

内面　ナデ 密 良 明黄褐 10YR7/6 口縁部 
1/12 未満 007－8

48 弥生土器 甕 SB11360 P7 
柱掘方埋土 残存高    2.8 外面　ナデ 

内面　ハケ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 
1/12 未満 007－7

49 弥生土器 壺 SB11360 P7 
柱掘方埋土

推定頸径   　9 
残存高　 5.2

外面　ナデ・箆描沈線 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 頸部

1/12 007－6

50 弥生土器 壺 SB11360 P7 
柱抜取埋土 残存高　 4.5 外面　ナデ・ハケ・箆描沈線 

内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 
1/12 未満 外面に煤付着 003－3

51 土師器 甕 SB11360 P8 
柱掘方埋土 残存高　 1.9 外面　ナデ・ハケ 

内面　ハケ 密 良 橙 7.5YR7/6 － 003－4

52 弥生土器 甕 SB11360 P9 
柱掘方埋土 残存高　 3.4 外面　ナデ・刻目 

内面　ハケ後ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 
1/12 未満 003－5

53 弥生土器 壺 SB11360 P9 
柱掘方埋土

推定口径　22.5 
残存高　 2.8

外面　ヘラミガキ 
内面　ヘラミガキ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 口縁部 

1/12 003－6

54 弥生土器 甕 SB11360 P9 
柱痕埋土 残存高 　2.3 外面　ナデ・刻目・貝殻条痕 

内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 
1/12 未満 004－1

55 弥生土器 甕 SB11360 P9 
柱掘方埋土

推定底径 　6.5 
残存高 　1.9

外面　ナデ・ハケ 
内面　ハケ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 底部 

2/12 003－7

56 土師器 杯 SB11362 P4
柱掘方埋土 残存高 　1.9 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 － 009－7

57 弥生土器 壺 SB11361 P7・
8 掘方埋土 残存高   　2 外面　ナデ・ハケ・箆描沈線 

内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 
1/12 未満 010－5

58 弥生土器 甕 SB11361 P7・
8 掘方埋土 残存高 　1.9 外面　ナデ・刻目 

内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 
1/12 未満 010－4

59 石製品 剥片 SB11361 P7・
8 掘方埋土

長 　2.8 
幅 　1.7 
厚 　0.5

重さ　2.13 ｇ 
石材　チャート － － － － 034－8

60 弥生土器 壺 SB11361 P9
柱掘方埋土 残存高 　2.5 外面　ナデ・櫛描直線文 

内面　ナデ 密 良 浅黄橙 10YR8/4 － 外面に赤色顔
料付着 009－8

61 弥生土器 壺 SB11361 P11 
柱抜取埋土 残存高 　3.4 外面　ナデ・箆描沈線 

内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 
1/12 未満 007－1

62 土師器 杯 SB6281  P6
柱抜取埋土

推定口径  　12 
器高 　3.8

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 不良 灰白 2.5Y8/2 口縁部 

1/12 009－4

63 土師器 甕 SB6281 P5 
柱掘方埋土 残存高 　1.6 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 
1/12 未満 008－5

64 石製品 石鏃 SB6281 P4 
柱痕埋土

長 　2.0 
幅 　1.5 
厚　0.25

重さ　0.7 ｇ 
石材　サヌカイト － － － － 034－2

65 土師器 甕 SB6281 P4 
柱痕埋土 残存高 　2.1 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 
1/12 未満 008－7

66 須恵器 甕 SB6281 P4 
柱掘方埋土 残存高 　7.4 外面　タタキ・沈線 

内面　当て具痕後ナデ 密 良 黄灰 2.5Y6/1 － 008－6

67 弥生土器 壺 SB6281 P6 
柱掘方埋土 残存高 　1.8

外面　ナデ後ヘラミガキ・ 
　　　ユビオサエ・箆描沈線 
内面　ナデ後ヘラミガキ

密 良 にぶい褐 7.5YR5/3 口縁部 
1/12 未満 008－2

68 弥生土器 壺 SB6281 P6
柱掘方埋土 残存高 　5.1 外面　ナデ・箆描沈線・貼付突帯 

内面　ナデ 密 良 にぶい黄褐 10YR5/3 － 008－9

69 弥生土器 甕 SB6281 P6
柱掘方埋土 残存高 　1.8 外面　ナデ・刻目 

内面　ナデ 密 良 にぶい黄褐 10YR5/3 口縁部 
1/12 未満 008－8

70 土師器 杯 SB11502 P1 残存高　 1.9 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 027－5

71 弥生土器 甕 SP11496 
柱痕埋土 残存高 　1.6 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/3 口縁部 
1/12 未満 005－2

72 弥生土器 壺 SP11496 
柱痕埋土 残存高 　3.1 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 
1/12 未満 005－3

73 弥生土器 壺 SP11497 
柱掘方埋土 残存高   　6 外面　ナデ・箆描沈線 

内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 － 007－2

74 弥生土器 壺 SP11498 残存高 　3.5 外面　ナデ・ハケ・刻目 
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 

1/12 未満 028－2

75 須恵器 甕 SK11494 残存高 　8.8 外面　タタキ 
内面　当て具痕 密 良 黄灰 2.5Y5/1 － 027－1

76 須恵器 陶硯 
円面硯 SK11493 底径  任意 

残存高 　4.1
外面　ロクロナデ・長方形透かし
内面　ロクロナデ・長方形透かし 密 良 灰白 5Y7/1 底部 

1/12 未満
透かし 2 段以
上、外面自然
釉付着

002－1

77 弥生土器 壺 SK11493 推定底径 　8.6 
残存高 　2.2

外面　ナデ・箆描沈線 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 底部 

2/12
外面底部に箆
描沈線 001－6

－ 30－ － 31－
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78 弥生土器 壺 SD11305 残存高　 4.7 外面　ナデ・ハケ後ナデ 
内面　ナデ・ヘラミガキ 密 良 にぶい黄橙 10YR6/3 口縁部 

1/12 未満 001－7

79 弥生土器 甕 SD11305 残存高 　1.1 外面　ナデ 
内面　ハケ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 口縁部 

1/12 未満 002－3

80 弥生土器 甕 SD11305 残存高 　2.1 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 002－4

81 弥生土器 甕 SD11305 推定口径　24.3 
残存高   　2

外面　ナデ・ハケ・箆描沈線 
内面　ナデ 密 良 灰黄褐 10YR6/2 口縁部 

1/12 006－1

82 弥生土器 甕 SD11305 底径 　5.6 
残存高 　5.5

外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/3 底部 

11/12 005－8

83 弥生土器 鉢 SD11305 残存高 　2.9 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 002－2

84 須恵器 杯蓋 SD11305 推定口径　10.3 
残存高   　2

外面　ロクロナデ・ロクロケズリ 
内面　ナデ・ロクロナデ 密 良 黄灰 2.5Y6/1 口縁部 

1/12 005－7

85 須恵器 甕 SD11305 残存高 　5.5 外面　タタキ後ナデ 
内面　当て具痕 密 良 灰黄 2.5Y6/2 － 002－6

86 須恵器 甕 SD11305 残存高　 9.5 外面　タタキ 
内面　当て具痕 密 良 黄灰 2.5Y6/1 － 003－1

87 ロクロ 
土師器 杯 SD11305 底径 　4.3 

残存高　 0.8
外面　ロクロナデ・回転糸切 
内面　ロクロナデ 密 良 明黄褐 10YR7/6 底部完形 002－5

88 陶器 山茶椀 SD11305 底径   　7 
残存高　 2.6

外面　�ロクロナデ・貼付高台・
　　　糸切痕
内面　ロクロナデ

密 良 灰黄 2.5Y7/2 底部 
11/12 005－5

89 陶器 山茶椀 SD11305 推定底径   　8 
残存高 　3.9

外面　�ロクロナデ・貼付高台・
　　　糸切痕
内面　ロクロナデ

密 良 灰黄 2.5Y7/2 底部 
2/12 005－4

90 土師器 焙烙 SD11305 推定口径　39.5 
残存高   　4

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 005－6

91 弥生土器 壺 F10y4 包含層 残存高 　3.5 外面　ナデ・粘土帯貼付 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR6/6 － 024－6

92 弥生土器 壺 F10y4 包含層 推定口径　25.7 
残存高   　2

外面　ナデ・箆描沈線・刻目 
内面　箆描沈線・ヘラミガキ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 

1/12 024－4

93 弥生土器 壺 F9u1 包含層 推定口径　24.4 
残存高 　2.5

外面　�ナデ・ユビオサエ・箆描沈線
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 

1/12 025－8

94 弥生土器 壺 G10f5 包含層 残存高 　2.5 外面　�ナデ・箆描沈線・刻目・紐穴
内面　ナデ後ヘラミガキ 密 良 明赤褐 2.5YR5/6 口縁部 

1/12 016－7

95 弥生土器 壺 G10a5 包含層 残存高　   3
外面　ナデ・ハケ後ヘラミガキ・ 
　　　ユビオサエ・箆描沈線 
内面　ナデ後ヘラミガキ

密 良 にぶい橙 5YR6/4 口縁部 
1/12 未満 019－5

96 弥生土器 壺 F10y4 包含層 残存高 　1.5 外面　�ナデ・ユビオサエ・箆描沈線
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 023－8

97 弥生土器 壺 G10a4 包含層 残存高   　2 外面　�ナデ・ユビオサエ・箆描沈線
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 019－2

98 弥生土器 壺 G10a7 包含層 残存高   　2
外面　ナデ・ヘラミガキ・ 
　　　ユビオサエ・箆描沈線 
内面　ナデ後ヘラミガキ

密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 
1/12 未満 022－2

99 弥生土器 壺 F10y4 包含層 残存高 　1.5
外面　�ナデ・ハケ・櫛描直線文・
　　　刻目
内面　ナデ

密 良 にぶい黄橙 10YR7/3 口縁部 
1/12 未満 024－1

100 弥生土器 壺 G10b5 包含層 残存高   　4 外面　�ナデ・ハケ後ナデ・箆描沈線
内面　ナデ 密 良 灰黄褐 10YR6/2 口縁部 

1/12 未満 018－6

101 弥生土器 甕 G10a4 包含層 残存高 　2.2 外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 019－3

102 弥生土器 甕 G10a6 包含層 推定口径　22.4 
残存高 　3.6

外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄褐 10YR4/3 口縁部 

1/12 022－7

103 弥生土器 甕 G10a7 包含層 推定口径　20.2 
残存高 　2.9

外面　ナデ・箆描沈線・刻目 
内面　ヘラミガキ 密 良 にぶい黄橙 10YR6/3 口縁部 

1/12 022－8

104 弥生土器 甕 G10a7 包含層 残存高 　1.5 外面　ナデ・刻目 
内面　ヘラミガキ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 刻目は貝殻描 022－4

105 弥生土器 甕 G10g6 包含層 残存高 　1.5 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 

1/12 未満 017－6

106 弥生土器 甕 G10g6 包含層 残存高　 1.5 外面　ナデ・刻目 
内面　ヘラミガキ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 014－7

107 弥生土器 甕 G10a7 包含層 残存高　 2.2 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 022－3

108 弥生土器 甕 G10a7 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 口縁部 

1/12 未満 022－5

109 弥生土器 甕 G10g6 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 017－5

110 弥生土器 甕 G10a4 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR6/3 口縁部 

1/12 未満 019－1

111 弥生土器 甕 G10a5 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 019－6

112 弥生土器 甕 G10a5 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 022－6

113 弥生土器 甕 F10y4 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 浅黄橙 7.5YR8/4 口縁部 

1/12 未満 023－7

114 弥生土器 甕 G10g6 包含層 残存高　   3 外面　ナデ・ハケ・刻目 
内面　ナデ・ハケ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 口縁部 

1/12 未満 014－6

115 弥生土器 甕 F10y4 包含層 残存高　 3.5 外面　ナデ・刻目 
内面　ハケ後ヘラミガキ 密 良 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部 

1/12 未満 刻目は貝殻描 023－6

116 弥生土器 壺 F10x5 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・ハケ・刻目 
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 

1/12 未満 刻目は貝殻描 018－4

－ 32－ － 33－



第Ⅱ－６表　第 200 次調査　遺物観察表４

番号 器種 器形 遺構 法量 (㎝ ) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考 登録 
番号

117 弥生土器 壺 F10y4 包含層 推定口径  　10 
残存高 　2.6

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 024－3

118 弥生土器 壺 F10y5 包含層 推定頸径　14.4 
残存高 　5.2

外面　ナデ・箆描沈線 
内面　ヘラミガキ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 － 017－7

119 弥生土器 壺 G10c6 包含層 推定頸径   　7 
残存高 　5.4

外面　ハケ 
内面　ハケ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 － 006－6

120 弥生土器 壺 F10y4 包含層 残存高   　4 外面　ナデ・貼付突帯・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 － 017－8

121 弥生土器 壺 G10f7 包含層 残存高   　4
外面　ハケ後ナデ・ヘラミガキ・ 
　　　箆描沈線 
内面　ナデ

密 良 灰黄褐 10YR5/2 － 016－3

122 弥生土器 壺 G10g7 包含層 残存高　 5.5
外面　ヘラミガキ・櫛描直線文・ 
　　　櫛描波状文 
内面　工具ナデ

密 良 灰黄褐 10YR4/2 － 015－5

123 弥生土器 壺 G10a7 包含層 残存高 　4.5 外面　ナデ・箆描沈線 
内面　ナデ・ヘラケズリ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 － 021－9

124 弥生土器 壺 G10b5 包含層 残存高　   3 外面　ハケ・箆描沈線 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR6/3 － 内面摩耗 018－7

125 弥生土器 壺 G10g6 包含層 残存高 　3.8 外面　ナデ・櫛描直線文 
内面　ナデ 密 良 浅黄橙 7.5YR8/4 － 016－4

126 弥生土器 壺 G10g4 包含層 
取上№ 1

推定胴径　30.4 
残存高　27.5

外面　ハケ・板ナデ 
内面　板ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 頸部

1/12
030－1 
031－1

127 弥生土器 甕 F10x5 包含層 残存高　 3.7 外面　ナデ・ハケ・箆描沈線 
内面　ヘラミガキ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 

1/12 未満 018－3

128 弥生土器 甕 G10a4 包含層 残存高 　6.8 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 浅黄橙 10YR8/3 口縁部 

1/12 未満 外面に煤付着 019－4

129 弥生土器 甕 G10g6 包含層 口径　15.4 
残存高 　6.7

外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ・工具ナデ 密 良 淡黄 2.5Y8/3 口縁部 

6/12 外面に煤付着 018－2

130 弥生土器 鉢 G10g5 包含層 推定口径　18.4 
残存高 　 6.2

外面　ナデ・ハケ・櫛描直線文 
内面　ナデ 密 良 にぶい褐 7.5YR5/3 口縁部 

1/12 018－5

131 弥生土器 鉢 G10f5 包含層 残存高   　7 外面　ナデ・ハケ 
内面　ハケ・ハケ後ナデ 密 良 橙 2.5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 016－5

132 弥生土器 甕 G10a4 包含層 底径 　7.2 
残存高 　6.4

外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ 密 良 にぶい褐 7.5YR5/4 底部

7/12 021－6

133 弥生土器 甕 F10y7 包含層 推定底径 　8.3 
残存高 　4.4

外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ 粗 良 橙 5YR6/6 底部

2/12 内面剥離 017－9

134 弥生土器 甕 G10b5 包含層 底径 　4.9 
残存高 　5.2

外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 底部完形 023－5

135 弥生土器 甕 F10y4 包含層 推定底径 　6.8 
残存高 　4.5

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 底部 

3/12 024－5

136 弥生土器 甕 G10g5 包含層 推定底径 　6.4 
残存高 　3.6

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 底部

3/12 015－6

137 弥生土器 甕 G10a4 包含層 推定底径   　7 
残存高 　3.3

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 灰白 10YR8/2 底部

5/12 内面摩耗 021－7

138 弥生土器 壺 F10y4 包含層 推定底径　 7.6 
残存高　 3.1

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR6/3 底部

5/12 024－2

139 石製品 剥片 G10y6 包含層
長 　2.4 
幅 　3.1 
厚　0.65

重さ　4.77 ｇ 
石材　サヌカイト － － － － 034－7

140 石製品 磨製 
石斧 G10c6 包含層

残存長 　8.5 
幅 　6.5 
厚 　3.4

重さ　261 ｇ 
石材　砂岩 － － － － 033－5

141 石製品 磨石 G10c6 包含層
長 　7.7 
幅 　4.3 
厚   　3

重さ　143 ｇ 
石材　砂岩 － － － － 033－4

142 石製品 石錘 G10a5 包含層
長　 4.9 
幅　 1.9 
厚　 0.8

重さ　19.05 ｇ 
石材　花崗岩 － － － － 033－6

143 石製品 石錘 G10a5 包含層
長 　6.1 
幅 　6.7 
厚　1.07

重さ　90.76 ｇ 
石材　花崗岩 － － － － 033－3

144 石製品 用途
不明品 G10b5 包含層

残存長　10.1 
幅 　1.8 
厚 　0.9

重さ　16.63 ｇ 
石材　頁岩？ － － － － 034－3

145 土師器 高杯 F10y7 包含層 残存高   　6 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 浅黄橙 10YR8/4 － 023－1

146 土師器 高杯 F10y7 包含層 残存高 　3.3 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 － 022－9

147 土師器 壺 F10x5 包含層 推定胴径   　8 
残存高 　4.2

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 － 017－3

148 土師器 甕 F10y4 包含層 推定口径  　14 
残存高 　6.6

外面　ナデ・ハケ 
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 外面に煤付着 024－7

149 土師器 甕 F10x6 包含層 推定口径　11.8 
残存高   　2

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 023－4

150 土師器 甕 G10g5 包含層 残存高 　3.5 外面　ナデ 
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 016－2

151 土師器 甕 F9u25 包含層 残存高 　3.8 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 025－4

152 土師器 甕 G10g2 包含層 残存高 　2.9 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 015－7

153 土師器 甕 F10x5 包含層 残存高 　1.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 017－4

154 土師器 杯 G10c6 包含層
口径　11.4 
底径 　8.1 
器高 　3.5

外面　ナデ・接合沈線 
内面　ナデ 密 良 橙 2.5YR6/8 口縁部 

6/12
高台貼付のた
め沈線施す 007－4

－ 32－ － 33－



第Ⅱ－７表　第 200 次調査　遺物観察表５

番号 器種 器形 遺構 法量 (㎝ ) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考 登録 
番号

155 土師器 皿 F9u1 包含層 推定口径　18.5 
器高 　1.6

外面　ナデ・ヘラケズリ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/8 口縁部 

1/12 025－5

156 土師器 皿 F9u1 包含層 残存高   　2 外面　ナデ・ヘラケズリ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/8 口縁部 

1/12 未満 026－2

157 土師器 皿 F9u1 包含層 残存高   　2 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/8 口縁部 

1/12 未満 025－6

158 土師器 杯 F10y7 包含層 残存高 　2.5 外面　ナデ・ヘラケズリ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 018－1

159 土師器 杯 G10a5 包含層 推定口径 　9.9 
器高 　2.2

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 やや

不良 灰白 2.5Y8/2 口縁部 
3/12 021－5

160 土師器 杯 G10f5 包含層 残存高 　1.9 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 016－6

161 土師器 杯 G10f6 包含層 残存高 　1.8 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 017－2

162 土師器 杯 G10f6 包含層 残存高 　1.8 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 017－1

163 土師器 杯 F10y7 包含層 残存高 　2.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 023－3

164 土師器 杯 F9u1 包含層 残存高 　1.8 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 019－8

165 土師器 杯 F9u25 包含層 残存高　 2.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 

1/12 未満 025－3

166 土師器 杯 F9u1 包含層 残存高 　2.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 明赤褐 5YR5/6 口縁部 

1/12 未満 025－7

167 土師器 杯 F9u25 包含層 残存高   　3 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 019－9

168 土師器 杯 F9u25 包含層 残存高 　2.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 019－7

169 土師器 杯 G10g2 包含層 残存高 　3.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 

1/12 未満 015－8

170 土師器 移動式
カマド F10y7 包含層 残存高　 7.1 外面　ナデ 

内面　ナデ 密 良 明黄褐 10YR7/6 － 把手欠損 023－2

171 土師器 甑 G10g2 包含層 残存高　 3.7 外面　ナデ・ハケ 
内面　ヘラケズリ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/3 底部

1/12 016－1

172 土師器 鍋 G10c6 包含層 推定口径　15.5 
残存高　 1.3

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 018－8

173 土師器 鍋 G10g6 包含層 推定口径　22.4 
残存高　 1.8

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 外面に煤付着 014－5

174 土製品 土錘 F10y5 包含層
長　 5.6 
幅 　2.3 

孔径　0.35
外面　ナデ 
内面　－ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/3 ほぼ完形 重さ 26.14g 024－8

175 須恵器 杯蓋 G10f6 包含層 推定口径　11.3 
残存高 　2.5

外面　ロクロケズリ・ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 黄灰 2.5Y6/1 口縁部 

1/12
外面に自然釉
付着 015－2

176 須恵器 杯蓋 F10y6 包含層 残存高 　1.4 外面　ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 灰白 5Y7/1 口縁部 

1/12 未満 025－2

177 須恵器 杯蓋 G10h5 包含層 残存高　 1.7 外面　ロクロケズリ・ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄褐 10YR6/2 口縁部 

1/12 未満 014－9

178 須恵器 杯蓋 G10a5 包含層 推定口径　17.3 
器高 　3.4

外面　ロクロナデ・ロクロケズリ 
内面　ナデ・ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y7/2 口縁部 

3/12 007－3

179 須恵器 杯蓋 G10c6 包含層 推定口径  　18 
残存高 　2.5

外面　ロクロナデ・ロクロケズリ 
内面　ナデ・ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 口縁部 

2/12
外面に自然釉
付着 007－5

180 須恵器 杯蓋 G10g2 包含層 推定口径  　18 
残存高 　1.7

外面　ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 灰 7.5Y5/1 口縁部

1/12
外面に自然釉
付着 015－1

181 須恵器 杯 F10y4 包含層 推定底径 　6.6 
残存高 　1.4

外面　ロクロナデ 
内面　�ロクロナデ・ヘラ切り後ナデ 密 良 浅黄 2.5Y7/3 底部 

4/12 025－1

182 須恵器 壺 G10a5 包含層 残存高   　2 外面　ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 黄灰 2.5Y5/1 口縁部 

1/12 未満 022－1

183 須恵器 椀 G10g6 包含層 残存高　 5.5 外面　ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 口縁部 

1/12 未満
内面・断面に
煤付着 015－4

184 須恵器 高杯 G10g5 包含層 残存高   　2 外面　ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 灰 5Y6/1 底部 

1/12 未満 014－8

185 須恵器 高杯 G10g6 包含層 推定底径 　8.5 
残存高 　3.3

外面　ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄褐 10YR5/2 底部

2/12
内外面に自然
釉付着 015－3

186 陶器 皿 G10g7 包含層 推定口径 　7.5 
器高 　1.8

外面　ロクロナデ・糸切痕 
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 口縁部

2/12 014－3

187 陶器 山茶椀 G10g6 包含層 推定口径　15.3 
器高 　5.3

外面　ロクロナデ・貼付高台 
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y7/2 底部

1/12
内外面に自然
釉付着 014－4

188 陶器 山茶椀 G10g5 包含層 推定底径 　7.6 
残存高 　2.5

外面　�ロクロナデ・貼付高台・
　　　糸切痕
内面　ロクロナデ

密 良 浅黄 2.5Y7/3 底部
3/12 014－2

189 陶器 鉢 G10g5 包含層 推定底径　13.8 
残存高 　3.9

外面　ロクロナデ 
内面　ナデ 密 良 灰黄褐 10YR6/2 底部

3/12 内面摩耗 014－1

190 石製品 砥石 G10g5 包含層
残存長 　6.7 
残存幅 　2.7 

厚 　1.7
重さ　43.37 ｇ、石材　砂岩 
２面を使用、１面に擦切痕 － － － － 033－1

191 弥生土器 壺 F10x6 整地層 残存高 　3.6 外面　ナデ・箆描沈線 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 － 026－7

192 弥生土器 壺 G10g3 整地層 推定底径 　5.4 
残存高 　5.3

外面　ナデ・ハケ 
内面　工具ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 底部

4/12 020－3

193 弥生土器 壺 F10x6 整地層 残存高 　1.5 外面　ナデ・刻目 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 5YR6/4 口縁部 

1/12 未満 026－5

194 弥生土器 甕 G10a7 整地層 残存高 　5.2 外面　ナデ・ハケ 
内面　ハケ・ヘラケズリ 密 良 にぶい黄橙 10YR6/4 口縁部 

1/12 未満 026－6

－ 34－ － 35－
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195 土師器 高杯 F10y7 整地層 推定底径 　9.7 
残存高 　9.9

外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR6/6 底部 

1/12 028－3

196 土師器 杯 G10b6 整地層 残存高 　2.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 明黄褐 10YR7/6 口縁部 

1/12 未満 021－1

197 土師器 杯 G10g2 整地層 残存高 　3.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 020－1

198 土師器 甕 F10y6 整地層 残存高 　3.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 浅黄橙 10YR8/4 口縁部 

1/12 未満 021－4

199 土師器 甕 F10x6 整地層 残存高 　4.8 外面　ナデ 
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 027－3

200 土師器 鍔 G10b6 整地層 残存高   　2 外面　ナデ・ハケ 
内面　－ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 － 土管か？ 021－3

201 土師器 鍔 F9u25 整地層 残存高 　1.5 外面　ナデ 
内面　－ 密 良 浅黄橙 10YR8/3 － 羽釜か？ 021－2

202 土師器 鍋 F9u25 整地層 残存高 　1.5 外面　ナデ 
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部 

1/12 未満 026－4

203 須恵器 杯蓋 G10g3 整地層 残存高　 2.4 外面　ロクロナデ 
内面　ロクロナデ 密 良 暗灰黄 2.5Y5/2 口縁部 

1/12
外面に自然釉
付着 026－1

204 須恵器 杯蓋 G10g3 整地層 残存高 　2.3 外面　ロクロナデ・ロクロケズリ 
内面　ナデ・ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 － 025－10

205 須恵器 杯蓋 F9u25 整地層 残存高 　1.5 外面　ロクロナデ
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y7/2 口縁部 

1/12 未満
内面に自然釉
付着 026－3

206 須恵器 壺 F10x6 整地層 推定胴径  　15 
残存高   　9

外面　ナデ・カキメ
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 胴部

2/12
外面に自然釉
付着 020－6

207 須恵器 陶硯 
円面硯 G10g2 整地層 推定径　任意 

残存高 　2.4
外面　ロクロナデ・長方形透かし
内面　ロクロナデ・長方形透かし 密 良 灰 7.5Y4/1 － 透かし 2 段以

上 025－9

208 須恵器 陶硯 
円面硯 G10a7 整地層 残存高 　4.1

外面　ロクロナデ・カキメ・
　　　長方形透かし
内面　ロクロナデ・長方形透かし

密 良 灰黄 2.5Y7/2 底部 
1/12 未満

透かし 2 段以
上、外面自然
釉付着

020－7

209 陶器 山茶椀 G10g3 整地層
推定口径　14.4 
推定底径 　6.9 

器高   　5

外面　�ロクロナデ・貼付高台・
         糸切痕
内面　ロクロナデ

密 良 灰黄 2.5YR6/2 底部 
3/12

内面に自然釉
付着 020－2

210 陶器 山茶椀 G10a7 整地層 推定底径   　7 
残存高 　1.8

外面　ロクロナデ・貼付高台　 
内面　ロクロナデ 密 良 浅黄 2.5Y7/3 底部

4/12 内面摩耗 020－5

211 陶器 皿 G10b6 整地層 推定口径   　8 
残存高 　1.9

外面　ロクロナデ
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 口縁部 

2/12 020－4

212 石製品 剥片 G10X6 整地層
長　 3.2 
幅 　4.7 
厚 　0.6

重さ　12.7 ｇ
石材　緑色片岩 － － － － 034－9

213 金属製品 鍛冶滓 G10a6 整地層
長　 8.8 
幅 　8.7 
厚　 4.5

重さ　382 ｇ － － － － 椀形 035－1

214 縄文 鉢 G10g2 表土 推定口径　12.8 
残存高　 5.1

外面　ナデ・工具ナデ
内面　ナデ・工具ナデ 密 良 灰黄褐 10YR6/2 口縁部 

1/12
内外面に煤が
吸着し光沢あ
り

029－4

215 弥生土器 壺 F10y4 表土 残存高   　4
外面　�ナデ・箆描沈線・貼付突帯・

刻目
内面　ナデ

密 良 灰黄褐 10YR5/2 － 029－5

216 弥生土器 壺 G10a4 表土 底径　 4.4 
残存高 　3.3

外面　ナデ
内面　ナデ 密 良 にぶい赤褐 5YR5/4 底部 

6/12 029－6

217 土師器 甕 F10y4 表土 推定口径　15.2 
残存高 　5.9

外面　ナデ・ハケ
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部 

1/12 026－9

218 土師器 甕 F10x6 表土 推定口径　17.8 
残存高 　6.6

外面　ナデ・ハケ
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/3 口縁部 

1/12 027－4

219 土師器 甕 F10y6 表土 推定口径　16.7 
残存高   　2

外面　ナデ・ハケ
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 口縁部 

1/12 外面に煤付着 027－2

220 土師器 甕 G10h4 撹乱 残存高 　4.8 外面　ナデ・ハケ
内面　ナデ・ハケ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 029－7

221 土師器 把手 G10h4 撹乱 残存高   　5 外面　ナデ
内面　ナデ 密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 － 甑又は鍋 029－1

222 土師器 杯 G10a4 表土 推定口径　12.1 
残存高 　3.5

外面　ナデ
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR6/6 口縁部 

1/12 026－8

223 土師器 杯 F10y4 表土 残存高   　2 外面　ナデ
内面　ナデ 密 良 橙 7.5YR6/6 口縁部 

1/12 未満 028－1

224 土師器 杯 G10g7 表土 残存高   　3 外面　ナデ
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 029－2

225 土師器 杯 G10g2 表土 残存高　 2.7 外面　ナデ
内面　ナデ 密 良 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部 

1/12 未満 029－3

226 須恵器 杯蓋 F10y4 表土 推定口径　10.2 
残存高 　1.7

外面　�ロクロナデ・ロクロケズリ
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 口縁部 

1/12 028－5

227 須恵器 壺 G10h6 表土 推定底径　12.8 
残存高 　3.3

外面　ナデ・ロクロナデ
内面　ロクロナデ 密 良 灰黄 2.5Y6/2 底部 

2/12 028－4

228 須恵器 壺 G10c6 表土 残存高 　3.9 外面　ロクロナデ
内面　ロクロナデ 密 良 暗灰黄 2.5Y5/2 口縁部 

1/12 未満 028－6

229 白磁 碗 G10b5 表土 推定底径 　4.7 
残存高 　1.7

外面　�ロクロナデ・ロクロケズリ・
         削出高台
内面　ロクロナデ

密 良 釉 : 青白橡 989
生地：灰黄 2.5Y7/2

底部 
5/12 内面に施釉 028－7

230 石製品 砥石 第 193 次 
埋戻土

残存長 　2.5 
残存幅 　2.5 

厚 　0.9
重さ　8.18 ｇ、石材　砂岩
３面を使用 － － － － 033－2
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１区　調査区全景（南東から）

３区　調査区全景（南東から） ４区　調査区全景（南東から）

ＳＢ 11360（北東から）

写真図版１

－ 36－ － 37－



ＳＢ 11361（北から）

ＳＺ 11354 土層（南東から）

ＳＢ 11362（北東から）

ＳＺ 11357 土器出土状況（東から）

ＳＢ 6281・ＳＢ 11500（南東から）ＳＡ 6280・ＳＢ 11501（北東から）

写真図版２
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写真図版３

ＳＡ 6280 Ｐ７・８土層（北西から）

ＳＡ 6280 Ｐ９・10 土層（北西から）

ＳＡ 6280 Ｐ 12 土層（北西から）

ＳＢ 11501 Ｐ１土層（北西から）

ＳＡ 6280 Ｐ 11 ～ 14 土層（北東から）

ＳＡ 6280 Ｐ 11 土層（北西から）

ＳＡ 6280 Ｐ 14 土層（北西から）

ＳＢ 11501 Ｐ２土層（北西から）
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写真図版４

ＳＢ 11501 Ｐ３土層（東から）

ＳＢ 11360 Ｐ７土層（南東から）

ＳＢ 11360 Ｐ 10 土層（東から）

ＳＢ 11360 北廂Ｐ２検出状況（南東から）

ＳＢ 11501 Ｐ４土層（南西から）

ＳＢ 11360 Ｐ９土層（南東から）

ＳＢ 11360 北廂Ｐ１土層（南東から）

ＳＢ 11360 北廂Ｐ２土層（南東から）
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写真図版５

ＳＢ 11360 南廂Ｐ６土層（南東から）

ＳＢ 11361 Ｐ 10 土層（南西から）

ＳＢ 6281 Ｐ４土層（北から）

ＳＢ 11500 Ｐ３土層（西から）

ＳＢ 11361 Ｐ７・８土層（南東から）

ＳＢ 11362 Ｐ４土層（南東から）

ＳＢ 6281 Ｐ５土層（北から）

ＳＢ 11342 Ｐ 16 土層（西から）
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第 200 次調査　出土遺物１

写真図版６

10

76 207 208

16

2120
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190 230 213

178 179

154 154（底部）

126 3 64

写真図版７

第 200 次調査　出土遺物２
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　飛鳥時代の斎宮中枢域と推定される範囲で発掘調査を実施し、斜方位区画の北辺・西辺を構
成する堀立柱塀、西辺の掘立柱塀に取り付く四脚門、正殿と推定される東西棟の両面廂付掘立
柱建物、西第一堂・西第二堂と推定される南北棟の掘立柱建物等を確認した。
　平成29年度から令和３年度にかけて実施した、当該地区の調査により、飛鳥時代の斜方位区
画や倉院の規模や構造、変遷等に関する詳細な成果を得ることができた。

主 な 遺 構 主 な 遺 物主　な　時　代

弥生・古墳・
飛鳥・奈良・江戸

　方形周溝墓・
　掘立柱建物・
　掘立柱塀・
　門・溝・土坑

縄文土器、弥生土器、土
師器、須恵器、陶硯、白
磁、陶器、陶磁器、土製
品、石製品、鍛冶滓

報　告　書　抄　録

コ　ー　ド
調査期間

調査面積
㎡

調査原因

 しせきさいくうあと　れいわさんねんどはっくつちょうさがいほう

 史跡斎宮跡　令和３年度発掘調査概報

 西暦　2023年3月22日
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令和３年度

発 掘 調 査 概 報

編集・発行　斎 宮 歴 史 博 物 館

印　　　刷　株式会社アイブレーン　

2023 年３月 22 日
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